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1. 重要なお知らせ 

 
 
 
 
 
 
この装置はＦＣＣ規則の第１５部に従います。 オペレーションが次の２つの状態の適用

を受けます：（１）この装置は有害な妨害を起こさないかもしれません、そして（２）こ

の装置は、望まれていないオペレーションを起こすかもしれない干渉を含めて、受けられ

たどんな干渉でも受け入れなくてはなりません。 

 

この装置はテストされて、そして、ＦＣＣ規則の第１５部に従って、クラスＢデジタルデ

バイスのために限度に従うために見つけられました。 これらの制限は在宅の就任で有害

な妨害に対して適正な保護を供給するよう意図されます。 この装置は使用と容器によっ

て放射された高周波エネルギーを生み出して、そして、もしインストラクションに従って

インストールされて、そして使われないなら、無線通信に有害な妨害を起こすかもしれま

せん。 しかしながら、もしこの装置が、装置を ON・OFF にすることによって、決定され

ることができるラジオあるいはテレビ視聴に有害な妨害を起こすなら、干渉が特定の設備

で起こらないであろうという保証がありません、ユーザーは次の基準の１つ以上によって

干渉を修正しようとするよう奨励されます： 

 

 受信アンテナを移すか、あるいは移動させてください。 

 装置とレシーバーの間で分離を増やしてください。 

 装置を受話器が接続しているそれと異なったサーキットの上にコンセントに接続し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

証明書番号： 203-JN0797  

 

 

  

１-１ 規則 

 

１-２ 日本国内の電波法に適合 

 

１．重要なお知らせ： 
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1. 重要なお知らせ 

 

 

 

 

NCC 登録番号： NCC - RCB -12  
適合シリアル番号： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RoHS指令（欧州会議指令 2002/95/EC）は、ヨーロッパ市場で売られる電気・電子機器の

製作会社が以下の材料を製品から最小限の使用または除去することを命じます。： 

   

 

これらの材料は、2006 年 7月 1日までに適切なレベル（指令によって発表されるように）

に下げなければなりません。 

 

テクノロジーは、環境を約束しました。 そして、指令に従うために弊社製品に必要な変

更をもたらします。 これは、弊社製品の大部分の不従順な構成要素（エレクトロニクス、

ＰＣボードなど）を条件に適合した等価物に換えることが必要です。 弊社も集会プロセ

ス（はんだ、接着剤、その他）を指令に完全に対応する物に変えました。 これらの変化

は、弊社製品の形、サイズまたは機能に影響を及ぼしません。 そして、重要なことは、

信頼性です。 そしてパフォーマンスは、同じ状態のままです。 

 

１-３ ナショナルコミュニケーション委員会 

 

1. 鉛 

2. 水銀 

3. カドミウム 

4. 六価クロム 

5. ポリ臭素化ビフェニル（PBB） 

6. ポリ臭素化ジフェニルエーテル（PBDE） 

１-４ ＲｏＨＳ指令 
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1. 重要なお知らせ 

 

 

 

 

 

 スキャン用の光源を直視しないでください。 

 バーコード読取用窓の透明な板に触れないでください。 もし、窓が汚れたり傷つ

いたら、読み取り精度が低下します。 

 スキャナ内部のコンポーネントを逆アセンブル、あるいは修正しないでください。 

 スキャナを火の中に投入しないでください。 

 バッテリを過充電しないでください。 

 

 

 

リチウムイオンポリマバッテリ 

 

 リチウムイオンポリマバッテリのエネルギー密度は 400Wh/Lより小さいです。 そ

のため、 PSE 認可をこの製品では必要としません。 

 最初に、初充電はバッテリをフル充電するために４時間必要です。 

 バッテリの取り外しや分解を行わないでください。 

 バッテリの充電には、推奨する ACアダプタをご使用ください。 

 充電中に、もしＬＥＤインジケータが急速に赤色に点滅を続けるなら、速やかに充

電を取り止めて、そしてスキャナを購入店へお返しください。 

 バッテリから液漏れあるいは異臭を感じたら、直ちに操作を止めてスキャナを購入

店へお返しください。 

 バッテリから液漏れが生じたら、皮膚や目に接触しないようにしてください。 バ

ッテリの液漏れを洗い流して、きれいな水で患部をすすいで、そしてすぐに医者に

相談してください。 

 最初にスキャナを受け取りましたら、必ずバッテリをフル充電してください。 

 

１-５ 予防安全措置 
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2. イントロダクション 

 

 

 

 

第２章：イントロダクション 
 

 

２-１ 製品の特徴 

２-２ 製品仕様 

２-３ 同梱物 

２-４ バーコード種別の初期値  

２-５ ボタンと LEDインジケータ 

 



 

 

23 

2. イントロダクション 

 

 

 

２-１ プロダクト特徴 

 

 

 人間工学的デザインで軽量 

 選べる３つのモード（Bluetooth / メモリ / USBケーブル） 

 USBケーブルは、有線スキャナ、フラッシュメモリからデータ転送、バッテリ充電用

ケーブルとして使用できます。 

 ６種類の Bluetooth通信モード（SPPマスタ/SPPスレーブ/USB HID/iOS 

HID/BTR-UK3/SPP 自動マスタ）で PC、携帯電話、PDA、BTR-UK3ドングル間で通信で

きます。 

 設定可能なタイムスタンプと出力データフォーマット 

 可変なビープ音程と音量 

 フラッシュメモリに 130,000件のデータ（JAN13でタイムスタンプ付き）蓄積可能 

 

２-１ 製品特徴 

２．イントロダクション 
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2. イントロダクション 

 

 

 

 

項 目 内  容 

ケーブルインタフェイス USB HID キーボード、USB仮想シリアル 

読取バーコード種別 バーコード ：JAN/EAN/UPC、GS1 Databar(RSS）、Code 39、

Code 128、GS1-128、 ISBN、ISBT、Interleaved 2of5、Matrix 

2of5、Industrial 2of5、Standard 2of5、Codabar、Code 

93/93i、Code 11、MSI 

二次元コード：PDF417、MicroPDF417、Data Matrix、QR Code、

MicroQR Code、Aztec Code、MaxiCode、Codablock A、Codablock 

F、Chinese Sensible(Han/Xin) Code 

郵便コード：Australian Post、British Post、Cxanadian 

Post、China Post、Japanese Post、Korea Post、Netherlands 

Post、Planet Post、 Postnet  

光学解像度 640×480ピクセル 

PCS 値 0.3 以上 

スキャン速度 30フレーム／秒 

読取角度 回転： ±180°、上下：±45°、傾き : ± 45 ° 

視野 水平線：37.8°、垂直：28.8° 

読取深度 最短距離：50mm（Code 39、PSC 0.9、0.396mm） 

最長距離：250mm（Code 39、PSC 0.9、0.396mm） 

正読インジケータ 緑色 LEDとブザー 

LED インジケータ 三色：赤色、緑色、青色 

照明と照準 照明：白色 LED／照準：赤色 LED四角 

設定 ユーザマニュアル（設定バーコード） 

重量 87g  

外形寸法 135(L)ｘ41mm(W)ｘ29.9mm（H） 

環境湿度 5%～95% （結露無きこと） 

Bluetooth Bluetooth Class1、100m（見通し距離）、 

プロファイル：SPP・HID・iOS HID 

動作温度 －10℃ ～ 40℃ 

保存温度 －40℃ ～ 60℃ 

２-２ 製品仕様 
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2. イントロダクション 

落下試験 1.2m  

安全基準 FCC & CE Class B、 VCCI  

バッテリ リチウムポリマ充電式電池（3.7V, 1100mAH）/充電：USB 

耐周辺光 0から 100,000ルックスで読取許可能 

消費電流 最大 400mA （通常動作時）、 25mA （待機時） 

読取深度 

 

 

   

バーコード種別 細バー 最小距離 最大距離 

JAN13 100%  55mm 280mm 

Code39 0.127mm 61mm 130mm 

Code39 0.508mm 60mm 380mm 

PDF417 0.170mm 60mm 125mm 

Data Matrix 0.254mm 60mm 130mm 

QR Code 0.508mm 50mm 230mm 

 

 

  

JAN13 
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2. イントロダクション 

 

 

 

発注内容によっては、パッケージの中身が標準品と異なることもあります。 

パッケージの中に、次の項目が含まれています： 

CM-601BT本体 

同梱案内書 

シリコンカバー 

ネックストラップ 

USB ケーブル 

 

マニュアル・ドライバ関係は、ホームページよりダウンロードにて入手可能です。 

 

  マニュアル関係： https://www.aimex.co.jp/manual 

  ドライバ関係 ： https://www.aimex.co.jp/software 

 

２-３ 同梱物 

https://www.aimex.co.jp/manual
https://www.aimex.co.jp/software
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2. イントロダクション 

 

 

 

バーコード種別 初期値 

UPC-A  読取許可 

UPC-E  読取許可 

JAN-13 (EAN-13)  読取許可 

JAN-8（EAN-8）  読取許可 

Msi   読取禁止 

GS1 Databar  Omnidirectional 読取許可 

Limited 読取許可 

Expanded 読取許可 

GS1 Composite  読取禁止 

Codablock  CodablockA  読取禁止 

CodablockF  読取禁止 

PDF417  PDF417  読取許可 

MacroPdf417  読取禁止 

MicroPdf417  読取許可 

Tlc39   読取禁止 

QR  読取許可 

DataMatrix   読取許可 

MaxiCode   読取禁止 

Aztec  読取許可 

ChineseSensible （HanXinCode）  読取禁止 

Codabar （Nw7）  読取許可 

Code39   読取許可 

Code93   読取許可 

Interleaved 2of5  読取許可 

NEC 2of5  読取許可 

２-４ バーコード種別の初期値  
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2. イントロダクション 

Straight 2of5 Straight 2of5  

(Industrial 2of5) 

読取禁止 

Straight 2of5 IATA  読取禁止 

Matrix 2of5   読取禁止 

Code 11   読取禁止 

Code 128  読取許可 

GS1-128  読取許可 

2D Postal   読取禁止 

China Post （HongKong 2of5）  読取禁止 

Korea Post   読取禁止 
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2. イントロダクション 

 

 

 

 

 
 

①大ボタン（トリガ）：押している間バーコードの読み取りを継続し、読取を完了すると

データ送信または保存し照明を消灯します。 

②小ボタン（電源）：多彩な付加機能を割り当てることができます。  

 ・メモリモード：ボタンを押すことで蓄積したモードを消去します。 

 ・Bluetoothモード：大ボタンの組合せでペアリングを開始します。 また、電源を ON

／OFFします。 

③正読インジケータ：読取完了を知らせます。 読取成功すると LEDが緑色点灯します。 

④モードインジケータ：動作モードを色で表示します。 

 ・Bluetoothモード ：青色 

 ・USBケーブルモード ：緑色 

 ・メモリモード  ：橙色 

⑤電源インジケータ：充電状態を表示します。 

 ・充電状態：USBケーブルで充電を開始すると赤色点灯します。 充電が完了するとゆ

っくりと赤色点滅をします。 

 ・動作状態：USB ケーブル接続していない状況で赤色点滅したら充電不足です。 

⑥ストラップ穴：ネックストラップを取り付けます。 

⑦USBポート：USB ケーブルでホストと接続するとデータ転送を行うことができます。 ま

たは、バッテリの充電を開始します。 

⑧バッテリ交換口：バッテリ交換時に開口しますが、お客様自身での交換は推奨しており

ませんのでカバーを開けないでください。 

 

 

 

２-５ ボタンとＬＥＤインジケータ 
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3. スキャナ設定 

 

 

 

 

第３章：スキャナ設定 
 

 

３-１ ユーザマニュアルでの設定変更 
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3. スキャナ設定 

 

 

 

 

 

 

 

スキャナを設定するために「設定開始」、「各種設定」「設定終了／設定中止」の順で設定

バーコードをスキャンしてください。 

 

例： 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もし、スキャナの動作が異なる場合には、初期化を行ってください。 

「初期化」は、ユーザーが設定した内容を全て初期値に戻します。 仕様に合わせて再度

設定を行ってください。 

 

 

 

 

 

                                                    

 設定開始 

 */$%ENTR*  
 設定モードに入ります 

正読ビープ 

禁止  *7HZ0*  

 

Level4  *7HZ4*  
設定終了 

*ZEND* 
設定保存して終了 

 

設定中止 

*ZEXT* 
現在設定中の情報を破棄して

設定開始前の状態に戻ります 

 設定開始 

 */$%ENTR*  
設定モードに入ります 

初期化 

 *ZADE*  
設定を全て初期値に戻す。 

３．スキャナ設定 
 

３-１ 基本設定 



 

32 

4. メモリ / Bluetooth モード 

 

 

 

 

第４章：メモリ / Bluetooth モード 
 

 

４-１ メモリモード 

４-１-１ モード変更（Bluetooth からメモリモードへ） 

４-１-２ メモリモードでのバーコードデータ転送 

４-１-３ バーコードデータの消去（データ単位 / 一括） 

４-２ Bluetoothモード 

４-２-１ モード変更（メモリから Bluetoothモードへ） 

４-２-２ Bluetooth モードの LED 表示 

４-２-３ Bluetooth モード選択番号表 

４-２-４ Bluetooth モードの設定 

４-２-４-１ SPP スレーブモード （モード選択番号:1） 

４-２-４-２ SPP マスタモード（モード選択番号：２） 

４-２-４-３ HID モード（モード選択番号：３） 

４-２-４-４ iOS 用 HID モード（モード選択番号：４） 

４-２-４-５ BTR-UK3 ドングルモード（モード選択番号：５） 

４-２-４-６ 自動マスタモード（モード選択番号：９） 

４-２-５ Bluetoothパラメータ設定 

４-２-５-１ Bluetoothデバイスのローカル名 

４-２-５-２ リモート接続 Bluetoothアドレス 

４-２-５-３ PIN コード 
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4-1. メモリ モード 

 

 

 

この章はメモリ機能と Bluetooth 機能の違いについて説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

Bluetoothモードからメモリモードに変える方法が２通りあります： 

 

1) 大ボタンを長い間押し続けて正読 LEDが橙色に点灯しビープ音が鳴ったら、大ボタ

ンを解放してモードが変更されます。 LEDが橙色に点灯したら、メモリモードへ

変更されました。 

または、 

2) Bluetoothモードからメモリモードに変わるために次のバーコードをスキャンして

ください。 

(1) 設定開始：（設定モード）    */$%ENTR* 

 

(2) メモリモードに変更     *ZTOM*  

 

※※メモリモードは、初期値で禁止設定になっております。 許可するために

は、「7-3-1 モード」項目で「ケーブル＆メモリ＆Bluetooth」を先に設定し

てください。 

 

 

 

バーコードスキャナから蓄積データを転送する方法が２通りあります。 

１）スキャナとＰＣの間をＵＳＢケーブルで接続してください； 

（１）小ボタンを押し続けて正読 LED が橙色点灯した後に、ビープ音が鳴りました

ら小ボタンを離すと「転送モード」になります。 

（２）大ボタンを押して蓄積データの転送を開始します。 

  ホスト側でアクティブなソフトウェア（例えば Word、Excel、メモ帳など）に

蓄積データが入力されます。 

４．メモリ / Bluetoothモード 
 

４-１ メモリモード 

４-１-１ モード変更（Bluetooth からメモリモードへ） 

４-１-２ メモリモードで蓄積したデータの転送 
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4-1. メモリ モード 

2) スキャナとＰＣの間を USB ケーブルで接続してください。 そして下記のバーコ

ードをスキャンしてください。 

 

(1) データ転送      */$%MTX* 

 

(2) 大ボタンを押してデータを転送 

 
 
 

 

 

データ単位の消去： 

小ボタンを押して削除したいデータと同じバーコードをスキャンします。 蓄積デ

ータの最初から検索をして、一致した蓄積データ１件を削除します。 

※USBケーブルは接続しない状態で作業してください。 

 

全データの一括消去： 

1. 小ボタンを押し続けて正読 LEDが橙色の高速点滅することを確認してください。 

2. 大ボタンを押してください。 

3. 大ボタンと小ボタンの両方を一緒に解放してください。 メモリに保存された蓄

積データは、全て消去します。 

※USBケーブルは接続しない状態で作業してください。 

 

または、 

下記のバーコードをスキャンしてください。： 

 

(1)メモリクリア     */$%MCR* 

 
 

警告： 

「メモリクリア」のバーコードをスキャンするとメモリに保存している全ての

蓄積データを消去しますので、事前に蓄積データの転送（バックアップ）を実

施してください。 

 

４-１-３ 蓄積データの消去（データ単位 / 一括） 
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4-2. Bluetooth モード 

 

 

 

Bluetooth通信環境に合わせた Bluetooth接続モードを設定できます。 

 

1. SPP スレーブモード（外付け Bluetoothデバイス対応） 

2. SPP マスタモード（外付け Bluetoothデバイス対応） 

3. HID モード（外付け Bluetooth デバイス対応）・・初期値 

4. iOS HID モード（iOS 搭載［iPad 、iPhone など］デバイス対応） 

5. BTR-UK3 ドングルモード（専用ドングル、USB HID/USB仮想シリアル対応） 

6. SPP 自動マスタモード（外付け Bluetoothデバイス対応－BTアドレス不要） 

 

 

 

 

メモリモードから Bluetooth モードに変更する方法が２通りあります。 

※初期値ではメモリモードを禁止していますので下記の操作は無効です。 

 

1. 大ボタンを長い間押し続けて正読 LEDが橙色に点灯しビープ音が鳴ったら、大ボタ

ンを解放してモードが変更されます。 

 

または、 

2. メモリモードから B;luetooth モードに変わるために下記のバーコードをスキャン

してください。 

(1)設定開始（設定モード）    */$%ENTR* 

 

(2)Bluetooth通信モード    *ZTOB* 

 

 

※モードインジケータ LEDが青色に点灯したら、Bluetoothモードへ変更されました。 

  

  

４-２ Bluetoothモード 

４-２-１ モード変更（メモリから Bluetooth モード） 
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4-2. Bluetooth モード 

 

 

 

 記述 

  

赤色 充電状態を示します。 バッテリの残容量が少なくなると、赤色 LED

表示で充電要求を知らします。 充電プロセスが完了すると、赤色 LED

がゆっくり点滅に変わりフル充電を知らせます。 

緑色 正読状態を示します。 バーコードの読み取りを完了して、正常にデー

タ解読したことを知らせます。 

青色 Bluetoothモードを示します。 Bluetooth未接続では、LEDが１秒間

に３回青色点滅します。 

Bluetoothモードで Bluetooth未接続ならば、小ボタンを押し続けると

ビープ音が３回鳴ったら大ボタンを押してビープ音が４回鳴ったら大

ボタンと小ボタンの両方を解放します。 ペアリングが開始されます。 

起動状態で Bluetooth接続されているなら、青色 LEDが点灯します。 

４-２-２ インジケータ LED 表示 
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4-2. Bluetooth モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Bluetoothモード選択番号表 

モード 対 象 モード選択番号 

SPP スレーブモード 外付け Bluetoothドングル、あるい

は 内蔵 Bluetoothデバイス 

１ 

SPP マスタモード 外付け Bluetoothドングル、あるい

は 内蔵 Bluetoothデバイス 

２ 

HID モード HID機能をサポートした外付け

Bluetoothドングル、あるいは 内蔵

Bluetoothデバイス 

３ 

iOS HID モード iPad、iPhoneデバイス 

iOS搭載の Bluetoothデバイス 

４ 

BTR-UK3ドングルモード 専用ドングル 

USB HID または USB仮想シリアル 

インタフェイス 

５ 

SPP 自動マスタモード 外付け Bluetoothドングル、あるい

は内蔵Bluetoothデバイスで BTアド

レスの指定無しでペアリング 

９ 

４-２-３ Bluetooth モード選択番
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4-2. Bluetooth モード 

 

 

 

・SPP スレーブモード設定；下記のバーコードを順番にスキャンしてください。 

このモードは、外付け Bluetooth アダプタ、あるいは 内蔵 Bluetoothデバイスと SPP

スレーブ通信の設定を行います。 

 

設定手順： 

（１）設定開始：（設定モード）   */$%ENTR* 

 

（２）モード：（スレーブ設定）    *5OZ1* 

 

（３）設定終了：（設定保存）     *ZEND* 
 

 

 

 

 

・SPP マスタモード設定；下記のバーコードを順番にスキャンしてください。 

このモードは、外付け Bluetooth アダプタ、あるいは 内蔵 Bluetoothデバイスと SPP

マスタ通信の設定を行います。 

 

設定手順： 

（１）設定開始：（設定モード）  */$%ENTR* 
 

（２）モード：（マスタ設定）   *5OZ2* 
 

（３）設定終了：（設定保存）   *ZEND*  
 

（４）接続先の Bluetooth アドレス ※ 

 

※４-２-５-２ 接続先 Bluetooth アドレスを参照してください。 
  

 

 

 

 

 

 

 

４-２-４ Bluetooth モード設定 
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4-2. Bluetooth モード 

・HID モード設定（初期値）；下記のバーコードを順番にスキャンしてください。 

このモードは、USB HIDをサポートしている外付け Bluetoothアダプタ、あるいは 内

蔵 Bluetoothデバイスと Bluetooth HIDキーボード通信の設定を行います。 

 

設定手順： 

（１）設定開始：（設定モード）   */$%ENTR*  

 

（２）モード：（ HID 設定）     *5OZ3*  

   

（３）設定終了：（設定保存）    *ZEND*  

 

 

 

 

 

 

・iOS HID設定；下記のバーコードを順番にスキャンしてください。 

このモードは、iOS搭載（iPad、iPhone、iPod touch など）の Bluetoothデバイスと

iOS 対応 Bluetooth HIDキーボードの設定を行います。 

 ※小ボタンを押してソフトキーの出し入れをサポートしています。 

 

設定手順： 

（１）設定開始：（設定モード）  */$%ENTR*  

       

（２）モード：（iOS HID設定）  *5OZ4*  

  

（３）設定終了：（設定保存）   *ZEND*  
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4-2. Bluetooth モード 

・BTR-UK3ドングル設定；下記のバーコードを順番にスキャンしてください。 

このモードは、BTR-UK3ドングル接続の設定を行います。 

 

設定手順： 

（１）設定開始：（設定モード）     */$%ENTR*  

 

（２）モード：（BTR-UK3）        *5OZ5*  

   

（３）設定終了：（設定保存）      *ZEND*  

 

（４）ドングルのバーコード 

 

※BTR-UK3は、USB HIDまたは USB 仮想シリアルインタフェイスの切り替えを行

えます。 

 

 

 

・SPP 自動マスタモード設定；下記のバーコードを順番にスキャンしてください。 

外付けの Bluetoothアダプタ、あるいは 内蔵 Bluetoothデバイスと SPPマスタ通信で

接続先を指定しない方式で接続する設定を行います。 

 

 

※自動マスタモードは、接続先の Bluetoothアドレスを登録しないでペアリングできます。 
 

設定手順： 

（１）設定開始：（設定モード）   */$%ENTR*  

 

（２）モード：（SPP 自動マスタ）   *5OZ9*  

   

（３）設定終了：（設定保存）    *ZEND*  

 

サンプル 
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4-2. Bluetooth モード 

 

 

 

・Bluetooth デバイス名設定； 

Bluetoothスレーブ、マスタ、HID、iOS HID、自動マスタの各モードに対応しています。 

ASCIIテーブル表を参照して１６進数（０～９、Ａ～Ｆ）で指定します。 最初の文字

と最後の文字は、スペースあるいは "－" を使用できません。 デバイス名が正しくな

い場合に接続エラーを発生します。 

 

形状 ローカル名の文字数 初期値 

ASCIIテーブルを

参照ください 

１６文字 「SmartBt」 

 

設定手順： 

（１）設定開始：（設定モード）  */$%ENTR*  

 

（２）「Bluetooth ローカル名」  *G5S+*  

 

（３）入力パラメーターは 16進数設定バーコードをスキャンしてください。 

 

（４）確定 ：（数値確定）     *%OK*  

 

（５）設定終了：（設定保存）    *ZEND*  

 

 

入力例： 

ローカル名を「BT Scanner」と設定する場合： 

（Ａ）「設定開始」バーコードをスキャン 

（Ｂ）「Bluetooth ローカル名」バーコードをスキャン 

（Ｃ） 16進数バーコード表 ＝  ＞ 「４」、「２」、「５」、「４」、「２」、「０」、「５」、「３」、

「６」、「３」、「６」、「１」、「６」、「Ｅ」、「６」、「Ｅ」、「６」、「５」、「７」、「２」 

 （名前「BT Scanner」に設定、ASCIIテーブルを参照ください） 

（Ｄ）確定バーコード＝＞、「確定(OK)」 

（Ｅ）「設定終了」バーコードをスキャン 

 

４-２-５ Bluetooth デバイスパラメータ設定 
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4-2. Bluetooth モード 

・接続先 Bluetooth アドレス設定； 

接続先 Bluetoothアドレスを設定します。 １６進数で１２桁（０～９、Ａ～Ｆ）を

「ＨＥＸ ASCII テーブル」のバーコードをスキャンしてください。 

  

設定コード Bletoothアドレス 初期値 

16進数 /10 進数

バーコード 

１２桁 000000000000 

 

設定手順： 

（１）設定開始：（設定モード）   */$%ENTR*  

 

（２）「Bluetoothアドレス」  *A4W+*  

 

（３）入力パラメーターは、16進数/10進数の設定バーコードをスキャンしてください。 

 

（４）確定 ：（数値確定）  *%OK*  

 

（５）設定終了：（設定保存）  *ZEND*  

 

 

入力例： 

接続先 Bluetoothアドレスを 「00126F006EAA」の場合： 

（Ａ）「設定開始」バーコードをスキャン 

（Ｂ）「Bluetoothアドレス」設定開始」バーコードをスキャン 

（Ｃ）16進数/10 進数バーコード表 ＝  ＞ 「０」、「０」、「１」、「２」、「６」、「Ｆ」、「０」

「０」、「６」、「Ｅ」、「Ａ」、「Ａ」 

   （接続先 Bluetooth アドレス」を「00126F006EAA」に設定、ASCIIテーブルを参照く

ださい） 

（Ｄ）確定バーコード＝＞、「確定(OK)」 

（Ｅ）「設定終了」バーコードをスキャン 

 

メモ： 

※「ZBT2XXXXXXXXXXXX」（X：接続先 Bluetoothアドレス）データを Code128で作成して

一発スキャンで設定できます。 

※スキャナの接続モードが、「SPPスレーブ」、「HID」、「iOS用 HID」あるいは「SPP自動

マスタ」モードの場合には、接続先 Bluetoothアドレスの設定は不要です。 
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4-2. Bluetooth モード 

・BTR-UK3 Bluetoothアドレス設定； 

BTR-UK3 Bluetooth アドレスを設定します。 １６進数で１２桁（０～９、Ａ～Ｆ）

を「ＨＥＸ ASCII テーブル」のバーコードをスキャンしてください。 

または、BTR-UK3ドングル本体の側面に付いているバーコードをスキャンしてください。 

設定コード Bletoothアドレス 初期値 

16進数 /10 進数

バーコード 

１２桁 000000000000 

 

設定手順： 

（１）設定開始：（設定モード）      */$%ENTR*  

 

（２）「BTR-UK3 Bluetooth アドレス」    *D6O+*  

 

（３）入力パラメーターは、16進数/10進数の設定バーコードをスキャンしてください。 

 

（４） 確定：（数値確定）         *%OK*  

 

（５）設定終了：（設定保存）        *ZEND*  

 

 

入力例： 

BTR-UK3 Bluetoothアドレスを 「001C97FF043A」の場合： 

（Ａ）「設定開始」バーコードをスキャン 

（Ｂ）「Bluetoothアドレス」設定開始」バーコードをスキャン 

（Ｃ）16進数/10 進数バーコード表 ＝  ＞ 「０」、「０」、「１」、「Ｃ」、「９」、「７」、「Ｆ」

「Ｆ」、「０」、「４」、「３」、「Ａ」 

   （BTR-UK3 Bluetooth アドレス」を「001C97FF043A」に設定、ASCIIテーブルを参照

ください） 

（Ｄ）確定バーコード＝＞、「確定(OK)」 

（Ｅ）「設定終了」バーコードをスキャン 

 

 

メモ： 

BTR-UK3 接続モードは、BTR-UK3ドングルの Bluetooth アドレスを保存する必要があ

ります。 初期値は「000000000000」です。 
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4-2. Bluetooth モード 

・PINコード設定； 

スキャナと Bluetoothデバイスがペアリングを行うときに、確認のために PINコード

を入力する必要があります。 この PINコードは、モード設定によって Bluetooth デ

バイスによる生成、あるいは事前登録された値を使用します。 

※セキュリティレベルにより省略されることもあります。 

 

（１）「スレーブ」、「マスタ」あるいは「自動マスタ」モードでは、PINコード入力を

ペアリング確定する上でホスト側で入力します。・・・事前登録 

  

（２）「BTR-UK3 ドングル」モードでは、PINコードの入力要求はありません。 

 

（３）「HID」、「iOS」モードでは、ペアリング認証中にＰＣまたは受信端末で PINコー

ドを発行します。 スキャナは、10進数テーブルから PINコードと同じ番号を

スキャンします。 

 

設定の範囲 入力桁数 初期値 

00000000~99999999 最大８桁 1234 

 

設定手順： 

（１）設定開始：（設定モード）       */$%ENTR*  

 

（２）事前登録用「PINコード」       *95C+*  

 

（３）入力パラメーターは、10進数の設定バーコードをスキャンしてください。 

 

（４） 確定：（数値確定）         *%OK*  

 

（５）設定終了：（設定保存）        *ZEND*  

 

 

入力例： 

PIN コードを「５６７８」の場合： 

（Ａ）「設定開始」バーコードをスキャン 

（Ｂ）「PINコード」バーコードをスキャン 

（Ｃ）10進数バーコード表 ＝  ＞ 「５」、「６」、「７」、「８」 

   （「ピンコード」値を５６７８にセットしました） 

（Ｄ）確定バーコード＝＞、「確定(OK)」 

（Ｅ）「設定終了」バーコードをスキャン 



 

 

45 

5. Bluetooth接続モード設定 

 

 

 

 

第５章：Bluetooth 接続モード設定 
 

 

５-１ SPPマスタ接続モード 

５-２ SPPスレーブ接続モード 

５-３ HID接続モード 

５-４ iOS用 HID 接続モード 

５-５ BTR-UK3ドングル接続モード 

５-６ SPP自動マスタ接続モード 
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5-1. Bluetooth SPPマスタ接続モード設定 

 

 

 

 

 

 スキャナが Bluetoothモードに設定されていることを確認してください； 

Bluetoothモードについては、４-２-１章をご参照ください。 

 モード選択番号が「２」に設定されることを確認ください。 ４-２-４-２章をご参

照ください。 

 接続先のBluetoothアドレスを設定してください。 ４-２-５章をご参照ください。 

 

1．アイコン一覧より Bluetooth アイコンにカーソルを合わせて右クリックでメニュ

ーを表示します。 「設定を開く」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．関連設定より「その他の Bluetoothオプション」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-１ SPPマスタ接続モード 

 

５．Bluetooth接続モード設定 
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5-1. Bluetooth SPPマスタ接続モード設定 

3．検出欄「Bluetoothデバイスによるこの PCの検出を許可する（F）」にチェックを

入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．「COMポート」タブを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．受信用 COM ポートを作成するために「追加」ボタンをクリックしてください。 
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5-1. Bluetooth SPPマスタ接続モード設定 

6．「着信（デバイスが接続を開始する）（N）」ラジオボタンを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．「OK」ボタンを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「COM5 着信 」は、Bluetooth SPP で受信する全データを共通で受け取るこ

とのできるポート番号です。 

個別のポート番号は、Bluetoothデバイスが接続要求を出して、初めて表示さ

れますので事前に待機する場合には、共通ポートを利用ください。 
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5-1. Bluetooth SPPマスタ接続モード設定 

1. Bluetooth SPPマスタ通信は、伝送手順を必要としますので、専用ソフト 

SKT330 for Winのご利用をお勧めいたします。 以下は、SKT330 for Winを利

用した受信の説明をいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CM-601BTと Bluetooth SPPマスタ接続するためにシリアルポート番号を

Bluetooth共通受信ポート番号に合わせてください。 

 

SKT330 for Winの伝送手順等を変更するためには、ライセンス登録が必要です。 

ライセンスキーは、CM-601BTを購入されたお客様へ無償で提供しております。 
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5-1. Bluetooth SPPマスタ接続モード設定 

2. Bluetoothペアリング 

接続先 Bluetoothアドレスを設定する必要があります。 

Bluetoothモードで Bluetooth未接続ならば、小ボタンを押し続けてビープ音

が３回鳴ったら大ボタンも押し続けてビープ音が４回（２回×２回）鳴ったら、

大ボタンと小ボタンの両方を解放します。 ペアリングが開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．「デバイスの追加」をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．「許可」ボタンを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．ペアリングが完了して接続ソフトで認識すると「接続成功」が表示されます。 

 「閉じる」ボタンを選択して終了です。 

※「接続失敗」が表示されますと接続ソフトで認識できませんでした。 
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5-1. Bluetooth SPPマスタ接続モード設定 

6．受信データの確認 

メモ帳などのテキスト入力画面でカーソルのある位置にスキャンデータが入力

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※SKT330 for Winを使用することでシリアル入力をキーボード入力へ変換しま

す。 さらに、伝送手順もサポートしています。 
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5-2. Bluetooth SPPスレーブ接続モード設定 

 

 

 スキャナが Bluetoothモードに設定されていることを確認してください； 

Bluetoothモードについては、４-２-１章をご参照ください。 

 モード選択番号が「１」に設定されることを確認ください。 ４-２-４-１章をご参

照ください。 

 

1．コン一覧より Bluetooth アイコンにカーソルを合わせて右クリックでメニューを

表示します。 「Bluetooth デバイスの表示」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．「＋ Bluetoothまたはその他のデバイスを追加する」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-２ SPPスレーブ接続モード 
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5-2. Bluetooth SPPスレーブ接続モード設定 

3．「Bluetooth」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．Bluetoothモードで Bluetooth 未接続ならば、小ボタンを押し続けてビープ音が

３回鳴ったら大ボタンも押し続けてビープ音が４回（２回×２回）鳴ったら、大

ボタンと小ボタンの両方を解放します。 ペアリングが開始されます。 

 

5．「Smart Bt」を選択します。 
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5-2. Bluetooth SPPスレーブ接続モード設定 

6．ペアリング中 

 

 

 

 

 

 

7．「ペアリング済み」を表示したら「完了」ボタンを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8．接続はパソコン側から CM-601BT の送信ポートを開くことで接続が完了します。 

※送信ポート番号は、デバイスマネージャーか Bluetooth 設定 COMポートで

確認ください。 
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5-3. Bluetooth HID接続モード設定 

 

 

 

 スキャナが Bluetoothモードに設定されていることを確認してください； 

Bluetoothモードについては、４-２-１章をご参照ください。 

 モード選択番号が「３」に設定されることを確認ください。 ４-２-４-３章をご参

照ください。 
 

1．コン一覧より Bluetooth アイコンにカーソルを合わせて右クリックでメニューを

表示します。 「Bluetooth デバイスの表示」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．「＋ Bluetoothまたはその他のデバイスを追加する」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-３ Bluetooth HID接続モード 
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5-3. Bluetooth HID接続モード設定 

3．「Bluetooth」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．Bluetoothモードで Bluetooth 未接続ならば、小ボタンを押し続けてビープ音が

３回鳴ったら大ボタンも押し続けてビープ音が４回（２回×２回）鳴ったら、大

ボタンと小ボタンの両方を解放します。 ペアリングが開始されます。 

 

5．「Smart Bt」を選択します。 
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5-3. Bluetooth HID接続モード設定 

6．ペアリング中 

 

 

 

 

 

7．「接続試行中」が消えたら「完了」ボタンを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8．入力の確認 

メモ帳などのテキスト入力画面でカーソルのある位置にスキャンデータが入力

されます。 
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5-4. Bluetooth iOS HID接続モード設定 

 

 

 

 スキャナが Bluetoothモードに設定されていることを確認してください； 

Bluetoothモードについては、４-２-１章をご参照ください。 

 モード選択番号が「４」に設定されることを確認ください。 ４-２-４-４章をご参

照ください。 
 

１．「設定」を選択してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．Bluetoothを ON にする。 

「Bluetooth」を選択して Bluetoothスイッチを「ON」にします 。 この段階で、 

iPad が Bluetoothデバイスの検索を開始します。 

 

 

 ３．ペアリング開始 

Bluetoothモードで Bluetooth未接続ならば、小ボタンを押し続けてビープ音が

３回鳴ったら大ボタンも押し続けてビープ音が４回（２回×２回）鳴ったら、大

ボタンと小ボタンの両方を解放します。 ペアリングが開始されます。 

 

 

 

 

５-４ iOS用 HID接続 
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5-4. Bluetooth iOS HID接続モード設定 

４．「SmartBt」をタップする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．「接続済み       」確認 

 

６．入力の確認 

ホーム画面より「メモ帳」を起動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球儀マークをタップして英語入力モードに変更 

 

 

 

i 
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5-4. Bluetooth iOS HID接続モード設定 

バーコードをスキャンする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小ボタンを押すことでソフトキーの表示／非表示を選択できます。 
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5-5. Bluetooth BTR-UK3接続モード設定 

 

５-５ BTR-UK3ドングルモード接続（USB-HID / ＵＳＢ COM） 

 

 

 

 スキャナが Bluetoothモードに設定されていることを確認してください； 

Bluetoothモードについては、４-２-１章をご参照ください。 

 モード選択番号が「５」に設定されることを確認ください。 ４-２-４-５章をご参

照ください。 

 BTR-UK3 の Bluetoothアドレスを設定してください。 ４-２-５章をご参照ください。 

 

１．BTR-UK3（HIDモード）をコンピュータの USBポートへ装着する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ペアリング開始 

BTR-UK3 の側面のバーコードをスキャンします。 

Bluetoothモードで Bluetooth未接続ならば、小ボタンを押し続けてビープ音が

３回鳴ったら大ボタンも押し続けてビープ音が４回（２回×２回）鳴ったら、大

ボタンと小ボタンの両方を解放します。 ペアリングが開始されます。 

 

３．接続完了 

BTR-UK3 が青色の LED を点灯して接続完了を知らせます。 

 

 

４．入力の確認 

パソコンのメモ帳などを開いてアクティブなカーソル位置にスキャンデータが

入力されます。 

 

 

 

 

PCへ BTR-UK3 ドングルを装着する。 

 

５-５ BTR-UK3ドングル接続 

（USB-HID / USB-VCOM：オプション） 
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6. メモリ / Bluetooth / ケーブル 環境設定 

 

 

 

 スキャナが Bluetoothモードに設定されていることを確認してください； 

Bluetoothモードについては、４-２-１章をご参照ください。 

 モード選択番号が「２」に設定されることを確認ください。 ４-２-４-２章をご参

照ください。 

 

1．アイコン一覧より Bluetooth アイコンにカーソルを合わせて右クリックでメニュ

ーを表示します。 「設定を開く」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．関連設定より「その他の Bluetoothオプション」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-６ SPP自動マスタ接続モード 
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6. メモリ / Bluetooth / ケーブル 環境設定 

3．検出欄「Bluetoothデバイスによるこの PCの検出を許可する（F）」にチェックを

入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．「COMポート」タブを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．受信用 COM ポートを作成するために「追加」ボタンをクリックしてください。 
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6. メモリ / Bluetooth / ケーブル 環境設定 

6．「着信（デバイスが接続を開始する）（N）」ラジオボタンを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．「OK」ボタンを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「COM5 着信 」は、Bluetooth SPP で受信する全データを共通で受け取るこ

とのできるポート番号です。 

個別のポート番号は、Bluetoothデバイスが接続要求を出して、初めて表示さ

れますので事前に待機する場合には、共通ポートを利用ください。 
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6. メモリ / Bluetooth / ケーブル 環境設定 

 

1. Bluetooth SPPマスタ通信は、伝送手順を必要としますので、専用ソフト 

SKT330 for Win のご利用をお勧めいたします。 以下は、SKT330 for Winを

利用した受信の説明をいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CM-601BTと Bluetooth SPPマスタ接続するためにシリアルポート番号を

Bluetooth共通受信ポート番号に合わせてください。 

 

SKT330 for Winの伝送手順等を変更するためには、ライセンス登録が必要です。 

ライセンスキーは、CM-601BTを購入されたお客様へ無償で提供しております。 
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6. メモリ / Bluetooth / ケーブル 環境設定 

2. Bluetoothペアリング 

周辺の Bluetooth受信できるデバイスに「SmartBt」が表示されます。 

Bluetoothモードで Bluetooth未接続ならば、小ボタンを押し続けてビープ音

が３回鳴ったら大ボタンも押し続けてビープ音が４回（２回×２回）鳴ったら、

大ボタンと小ボタンの両方を解放します。 ペアリングが開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．「デバイスの追加」をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．「許可」ボタンを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．ペアリングが完了して接続ソフトで認識すると「接続成功」が表示されます。 

 「閉じる」ボタンを選択して終了です。 

※「接続失敗」が表示されますと接続ソフトで認識できませんでした。 
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6. メモリ / Bluetooth / ケーブル 環境設定 

 

6．受信データの確認 

メモ帳などのテキスト入力画面でカーソルのある位置にスキャンデータが入

力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※SKT330 for Winを使用することでシリアル入力をキーボード入力へ変換しま

す。 さらに、伝送手順もサポートしています。 
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6. メモリ / Bluetooth / ケーブル 環境設定 

第６章：環境設定： 

 メモリ / Bluetooth / ケーブル 

 

６-１ メモリモードの環境設定 

６-１-１ モード 

６-１-２ 出力インタフェイス 

６-１-３ 読取環境の設定 

６-１-４ 大小ボタンの複合操作機能 

６-１-５ 小ボタンの操作機能 

６-１-６ 充電 

６-１-７ 正読ビープの音量 

６-１-８ 操作ビープの音量 

６-１-９ 警告ビープの音量 

６-１-１０ 送信フォーム 

６-１-１１ 送信完了時蓄積データ自動削除 

６-１-１２ 送信ヘッダ 

６-１-１３ 送信フッタ 

６-１-１４ 正読時バイブレーション 

６-１-１５ 操作時バイブレーション 

６-１-１６ 警告時バイブレーション 

６-１-１７ 読取時間 

６-１-１８ 読取待機時間 

６-１-１９ スタンバイ時間 

６-１-２０ プリアンブル送信 

６-１-２１ プリアンブルデータ 

６-１-２２ ポストアンブル 

６-１-２３ ポストアンブルデータ 

６-１-２４ プリフィックス 

６-１-２５ プリフィックスデータ 

６-１-２６ サフィックス 

６-１-２７ サフィックスデータ 

６-１-２８ バーコード種別名 

６-１-２９ バーコード種別 ID 

６-１-３０ バーコード種別 ID表示位置 

６-１-３１ バーコードデータの文字数 
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6. メモリ / Bluetooth / ケーブル 環境設定 

６-１-３２ Caps Lock 

６-１-３３ タイムスタンプ区切り 

６-１-３４ タイムスタンプ区切り文字 

６-１-３５ 制御コード 

６-１-３６ 蓄積データの送信間隔 

６-１-３７ 日付と時刻情報送信 

６-１-３８ 日付/時刻情報の表示位置 

６-１-３９ 日付/時刻 区切り文字 

６-１-４０ 二重読取禁止 

 

６-２ 総合的な Bluetooth モード設定 

６-２-１ 様式 

６-２-２ アウトプットインタフェイス 

６-２-３ アプリケーションタイプ 

６-２-４ 複合したトリガー機能性 

６-２-５ 少しのトリガー機能性 

６-２-６ Dcplug 料金 

６-２-７ GoodRead ビープのボリューム 

６-２-８ イベントビープのボリューム 

６-２-９ 警告音のボリューム 

６-２-１０ GoodRead 振動子 

６-２-１１ イベント振動子 

６-２-１２ 警告振動子 

６-２-１３ 対になっているタイム 

6-2-14  グッドはビープ Freq を読みました 

６-２-１５ 良い読み取りビープ時間 

６-２-１６ 良い読み出しバイブレーター時間 

６-２-１７ スキャン時間 

６-２-１８ スキャンアイドルタイム 

６-２-１９ StandbyTime  

６-２-２０ Tx 前置き 

６-２-２１ プリアンブルデータ 

６-２-２２ Tx ポストアンブル 

６-２-２３ ポストアンブルデータ 

６-２-２４ Tx 前置文字 

６-２-２５ 前置文字データ 

６-２-２６ Tx 接尾語 

６-２-２７ 接尾辞データ 

６-２-２８ Tx コードネーム 
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6. メモリ / Bluetooth / ケーブル 環境設定 

６-２-２９ Tx CodeId  

６-２-３０ CodeId ポジション 

６-２-３１ Tx 符号長 

６-２-３２ ForceCase  

６-２-３３ Tx デリミター 

６-２-３４ DelimiterChar  

６-２-３５の Tx 制御コード 

６-２-３６ デート＆時間伝達 

６-２-３７ 日付 / タイム位置 

６-２-３８ DateTimeSpareChar  

 

６-３ 総合的なケーブルモード設定 

６-３-１ 様式 

６-３-２ アウトプットインタフェイス 

６-３-３ アプリケーションタイプ 

６-３-４ 複合したトリガー機能性 

６-３-５ 少しのトリガー機能性 

６-３-６ Dcplug 料金 

６-３-７ GoodRead ビープのボリューム 

６-３-８ イベントビープのボリューム 

６-３-９ 警告音のボリューム 

６-３-１０ GoodRead 振動子 

６-３-１１ イベント振動子 

６-３-１２ 警告振動子 

６-３-１３ 電源投入光 

６-３-１４ グッドはビープ Freq を読みました 

６-３-１５ 良い読み取りビープ時間 

６-３-１６ 良い読み出しバイブレーター時間 

６-３-１７ スキャン時間 

６-３-１８ Tx 前置き 

６-３-１９ プリアンブルデータ 

６-３-２０ Tx ポストアンブル 

６-３-２１ ポストアンブルデータ 

６-３-２２ Tx 前置文字 

６-３-２３ 前置文字データ 

６-３-２４ Tx 接尾語 

６-３-２５ 接尾辞データ 

６-３-２６ Tx コードネーム 

６-３-２７ Tx CodeId  
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6. メモリ / Bluetooth / ケーブル 環境設定 

６-３-２８ CodeId ポジション 

６-３-２９ Tx 符号長 

６-３-３０ ForceCase  

６-３-３１ Tx デリミター 

６-３-３２ DelimiterChar  

６-３-３３の Tx 制御コード 

６-３-３４ デート＆時間伝達 

６-３-３５ 日付 / タイム位置 

６-３-３６ DateTimeSpareChar  
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6-1. メモリ 環境設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作モードの設定 

（１）正読 OFF：大ボタン（スキャン）を押し続けると読み取りの照明が点灯します。

バーコードを読み取るか、一定時間過ぎるか、大ボタンを解放すると照明が自動で

消灯します。 照明が消灯したら大ボタンを解放してください。  

（２）モーメンタリ：大ボタンを押し続けている間は、照明を点灯して読み取り状態を続

けます。 大ボタンを解放またはバーコードを読み取ると照明を消灯して終了しま

す。 

（３）トグル：大ボタンを押して解放すると照明を点灯して読み取りを開始します。 バ

ーコードを読み取るか、大ボタンを押して解放すると照明を消灯して読み取りを終

了します。 バッテリ保護のために連続読み取りの動作にはなりません。 

 

操作モードを決定するために下記の設定バーコードをスキャンしてください。 

 

*6LC0*  
正読 OFF 

*6LC1*  
モーメンタリ 

*6LC3*  
トグル 

 

 

  

６．環境設定：メモリ / Bluetooth /ケーブル 

６-１ メモリモードの環境設定 

６-１-１ モード 
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6-1. メモリ 環境設定 

 

 

 

出力インタフェイスを指定するために適切な設定バーコードをスキャンしてください 
 

*0LF0*  
ケーブル 

*0LF1*  
USBキーボード 

*0LF2*  
USBシリアル 

*0LF5*  
USBメモリ 

 

 

 

 

 

 

 

読取環境の選択 

通常  ：標準読取（初期値） 

液晶画面 ：本設定を行うことでスマホなどの画面に表示したバーコードを容易に読み取

ります。 

 

*7LD0*  
通 常 

*7LD1*  
液晶画面 

 

 

 

 

  

６-１-２ 出力インタフェース 

６-１-３ 読取環境の設定 
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6-1. メモリ 環境設定 

 

 

 

大ボタンは、主にバーコードの読み取り、小ボタンは、蓄積データの伝送を行うために使

用します、大小ボタンを組み合わせて押すことで別の機能として動作します。 メモリモ

ードで、全ての蓄積データを小ボタンを押すことで削除できます。 大小ボタンを以下の

組合せで操作します：小ボタンを押し続けると LEDがオレンジ色に高速点滅したら、大ボ

タンも押して、次に両方のボタンを解放してください。 「DelAll」 または「無効」の

設定コードをスキャンして機能を有効にしてください。 
 

*1LG0* 
無効 

*1LG1* 
DelAll 

 

 

 

 

 

 

 

小ボタンは、押している時間によりスキャン、１データの削除、蓄積データの送信モード

へ切り換るように設計されています。 小ボタンに関する操作を容易にするために、設定

バーコードにより機能を選択します。 一方、「蓄積データ送信」 が有効になると、デバ

イスはデータ送信モードへ切り換ります。 初期状態で小ボタンは、制限なしに最大の機

能を設定可能です。 

 

*2LH1*  
削 除 

*2LH2* 
蓄積データ送信 

*2LH3*  
標 準 

 

 

  

６-１-４ 大小ボタンの複合操作機能 

６-１-５小ボタンの操作機能 
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6-1. メモリ 環境設定 

 

 

 

デバイスが USBケーブルでホストと接続されるときに、バッテリー充電を行う／行わない

を決定する設定バーコードをスキャンしてください。 
 

*3LI0* 
無 効 

*3LI1* 
有 効 

 

 

 

 
 

 

 

バーコードを正常に読み取った時のビープ音の音量を指定する設定バーコードをスキャ

ンしてください。 より高いレベルは音量が大きくなります。 

 

*4LJ0* 
消 音 

*4LJ1* 
レベル 1 

*4LJ2* 
レベル 2 

*4LJ3* 
レベル 3 

*4LJ4* 
レベル 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６-１-６ 充電 

６-１-７ 正読ビープの音量 
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6-1. メモリ 環境設定 

 

 

 

通常操作モードで標準の大ボタンまたは小ボタン作業（モード切替、データ送信モード、

蓄積データの削除など）時のビープ音の音量を指定する設定バーコードをスキャンしてく

ださい。 より高いレベルは音量が大きくなります。 
 

*6LL0* 
消 音 

*6LL1* 
レベル 1 

*6LL2* 
レベル 2 

*6LL3* 
レベル 3 

*6LL4* 
レベル 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラーが発生した時、警告ビープの音量を指定する設定バーコードをスキャンしてくださ

い。 より高いレベルは音量が大きくなります。 

 

*8LN1* 
レベル 1 

*8LN2* 
レベル 2 

*8LN3* 
レベル 3 

*8LN4* 
レベル 4 

  

６-１-８ 操作ビープの音量 

６-１-９ 警告ビープの音量 
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6-1. メモリ 環境設定 

 

 

 

デバイスから蓄積データを送信する手段を指定する設定バーコードをスキャンしてくだ

さい。 初期状態では、バッチ処理で蓄積データを一括送信します。 「データ単位」設

定バーコードをスキャンして大ボタンを押す度に１データ送信します。 

 

*4LS0* 
標 準 

*4LS1* 
データ単位 

 

 

 

 

 
 

 

蓄積データを正常に送信完了後に自動で蓄積データを全て削除する設定を指定する設定

バーコードをスキャンしてください。 
 

*5LT0* 
無 効 

*5LT1* 
有 効 

 

 

 

 

 

 

 

メモリモードで送信データのヘッダ（見出し）情報を送信するかを指定する設定バーコー

ドをスキャンしてください。 
 

*6LU0* 
無 効 

*6LU1* 
有 効 

 

 

６-１-１０ 送信フォーム 

６-１-１１ 送信完了時蓄積データ自動削除 

６-１-１２ 送信ヘッダ 
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6-1. メモリ 環境設定 

 

 

 

メモリモードで送信データのフッタ情報を送信するかを指定する設定バーコードをスキ

ャンしてください。 

 

*7LV0* 
無 効 

*7LV1* 
有 効 

 

 

 

 

 

 

 

バーコードを正常に読み取った時のバイブレーション機能を有効／無効に指定する設定

バーコードをスキャンしてください。 
 

*5LK0* 
無 効 

*5LK1* 
有 効 

 

 

 

 

 

 

通常操作モードで標準の大ボタンまたは小ボタン作業（モード切替、データ送信モード、

蓄積データの削除など）時のバイブレーション機能の有効／無効を指定する設定バーコー

ドをスキャンしてください。 

 

*7LM0* 
無 効 

*7LM1* 
有 効 

 

 

 

６-１-１３ 送信フッタ 

６-１-１４ 正読時バイブレーション 

６-１-１５ 操作時バイブレーション 
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エラーが発生した時、バイブレーション機能の有効／無効を指定する設定バーコードをス

キャンしてください。 

 

*0LO0* 
無 効 

*0LO1* 
有 効 

 

 

 

 

 

 

 

読み取り時間の設定： 
1. バーコードスキャナは、設定時間内は読み取りを継続しますが、設定時間を経過する

と読み取りを自動で終了します。 

 （初期設定： 10 秒：「大ボタン」を押し続けて、１０秒間 照明 LEDを点灯します。 ） 
 

2. バーコードをスキャンしない状態を設定時間経過すると、読み取りの照明とエイマー

（ターゲットマーク）を消灯します。 

*6N1+* 
 

設定可能な範囲 単位 初期値 

１～３０ 秒 1 秒 10 秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「読取時間」バーコード 
（Ｃ） 16 進 / 10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定（OK）」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-１-１６ 警告時バイブレーション 

６-１-１７ 読取時間設定 
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スキャナは、一定時間操作しないと省エネルギーモードに切り替わります。 
省エネルギーモードに変わるまでの経過時間を設定 
 

*7N2+* 
設定範囲 単位 初期値 

１～２５５秒 1 秒 １５秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

待機時間を経過したデバイスは、すぐに電力消費量を抑えたスタンバイ状態に入ります。、

電源 OFFになる前のスタンバイ状態の時間を設定 
 

*8N3+* 
設定範囲 単位 初期値 

０～２５５秒 １０秒 30 秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「読取待機時間」バーコード 
（Ｃ） 16 進 / 10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定（OK）」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「スタンバイ時間」バーコード 
（Ｃ） 16 進 / 10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定（OK）」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-１-１８ 読取待機時間設定 

６-１-１９ スタンバイ時間設定 
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プリアンブルは、データ送信の際にプリフックスとスキャンデータより前（最初）にデー

タを出力します。 プリアンブルコードの出力の有効／無効を指定する設定バーコードを

スキャンしてください。 

 

*5W00* 
無 効 

*5W01* 
有 効 

 

データフォーム： 

＜プリアンブル＞＜プリフィックス＞＜データ＞＜サフィックス＞＜ポストアンブル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

プリアンブル文字列の設定 
 

*1WW+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

設定可能な文字数 初期値 

８ 無し 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「プリアンブルデータ」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-１-２０プリアンブル送信 

６-１-２１ プリアンブルデータ 
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ポストアンブルは、データ送信の際にサフックスとスキャンデータより後（最後）にデー

タを出力します。 ポストアンブルコードの出力の有効／無効を指定する設定バーコード

をスキャンしてください。 
 

*6W10* 
無効 

*6W11* 
有効 

 

データフォーム： 

＜プリアンブル＞＜プリフィックス＞＜データ＞＜サフィックス＞＜ポストアンブル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

ポストアンブル文字列の設定 
 

*1X4+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定可能な文字数 初期値 

８ <CR> <LF>（0x0D,0x0A） 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「ポストアンブルデータ」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-１-２２ ポストアンブル送信 

６-１-２３ ポストアンブルデータ 
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プリフィックスは、データ送信の際にプリアンブルとスキャンデータの間にデータを出力

します。 プリフィックスデータの出力の有効／無効を指定する設定バーコードをスキャ

ンしてください。 
 

*7W20* 
無効 

*7W21* 
有効 

 

データフォーム： 

＜プリアンブル＞＜プリフィックス＞＜データ＞＜サフィックス＞＜ポストアンブル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

プリフィックス文字列の設定 
 

*0XC+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定可能な文字数 初期値 

８ 無し 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「プリフィックスデータ」バーコード 
（Ｃ）16/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-１-２４ プリフィックス送信 

６-１-２５ プリフィックスデータ 
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サフィックスは、データ送信の際にスキャンデータとポストアンブルの間にデータを出力

します。 サフィックスデータの出力の有効／無効を指定する設定バーコードをスキャン

してください。 
 

*8W30* 
無効 

*8W31* 
有効 

 

データフォーム： 

＜プリアンブル＞＜プリフィックス＞＜データ＞＜サフィックス＞＜ポストアンブル＞ 

 

 

 

 

 

 

サフィックス文字列の設定 
 

*8XK+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定可能な文字数 初期値 

８ 無し 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「サフィックスデータ」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-１-２６ サフィックス送信 

６-１-２７ サフィックスデータ 
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バーコード種別名の表示を可能にします。 バーコード種別名はバーコードデータの前に

表示します。 

 

*0W40* 
無効 

*0W41* 
有効 

 

 

 

 

 

 

 

バーコードをスキャンした時、バーコード種別 IDを表示することを可能にします。 
 

*1W50* 
無効 

*1W51* 
有効 

 

 

 

 

 

 

 

「バーコード種別 ID」が「有効」である時、バーコード種別 IDの表示位置を設定します。

（バーコードデータの前／バーコードデータの後） 
 

*2W60* 
前 

*2W61* 
後 

 

 

 

 

６-１-２８ バーコード種別名 

６-１-２９ バーコード種別 ID  

６-１-３０ バーコード種別 ID 表示位置 
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バーコードデータの文字数の表示を可能にします。 バーコードデータの文字数はバーコ

ードデータの前に表示します。 

 

*4W80* 
無効 

*4W81* 
有効 

 

 

 

 

 

 

 

バーコードデータを Caps Lockの状態にコンバートして表示を可能にします。 １つの設

定バーコードで２種類の状況を持ちます。 
 

*3WG0* 
標準 

*3WG1* 
反転 

*3WG2* 
小文字 

*3WG3* 
大文字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６-１-３１ バーコードデータの文字数 

６-１-３２ Caps Lock  
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バーコードデータとタイムスタンプの間に区切り文字を挿入するべきかどうか決定しま

す。 
 

*8WC0* 
無効 

*8WC1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

 

タイムスタンプ区切り文字の設定 
 

*2WO+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定文字数 初期値 

１ " "  

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「タイムスタンプ区切り文字」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-１-３３ タイムスタンプ区切り 

６-１-３４ タイムスタンプ区切り文字  
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バーコードデータの中にＡＳＣＩＩ制御コードを含んでいる場合、出力データに制御コー

ドを出力するべきかどうか決定します。 
 

*0WD0* 
無効 

*0WD1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

送信フォーム（6-1-10）で「データ単位」に設定している時、データ出力の間隔時間を設

定します。 
 

*4WQ+* 
」 

 設定範囲 単位 初期値 

０～２５５秒 1 秒 30 秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「蓄積データの送信間隔」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-１-３５ 制御コード 

６-１-３６ 蓄積データの送信間隔  
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日付と時刻情報を送信するべきかどうか決定します。 
 

日付 時間 

*5W90* 
無効 

*6WA0* 
無効 

*5W91* 
有効 

*6WA1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

 

上記日付と時刻情報を送信を「有効」に設定した時、日付／時刻情報の表示位置を設定し

ます。（バーコードデータの前／バーコードデータの後） 
 

*7WB0* 
前 

*7WB1* 
後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６-１-３８ 日付/時刻情報の表示位置 

６-１-３７ 日付と時刻情報送信 
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日付と時刻を区切る文字を設定します。 
 

*3WP+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じバーコードをスキャンすると出力しない設定 

 

*4WH0* 
無効 

*4WH1* 
有効 

 

 

設定文字数 初期値 

１ " " 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「日付/時刻 区切り文字」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-１-３９ 日付／時刻 区切り文字 

６-１-４０ 二重読取禁止 
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操作モードの設定 

（１）正読 OFF：大ボタン（スキャン）を押し続けると読み取りの照明が点灯します。

バーコードを読み取るか、一定時間過ぎるか、大ボタンを解放すると照明が自動で

消灯します。 照明が消灯したら大ボタンを解放してください。  

（２）モーメンタリ：大ボタンを押し続けている間は、照明を点灯して読み取り状態を続

けます。 大ボタンを解放またはバーコードを読み取ると照明を消灯して終了しま

す。 

（３）トグル：大ボタンを押して解放すると照明を点灯して読み取りを開始します。 バ

ーコードを読み取るか、大ボタンを押して解放すると照明を消灯して読み取りを終

了します。 バッテリ保護のために連続読み取りの動作にはなりません。 

 

操作モードを決定するために下記の設定バーコードをスキャンしてください。 

 

*2OW0* 
正読 Off 

*2OW1* 
モーメンタリ 

*2OW3* 
トグル 

 

 

 

 

 

  

６-２ Bluietoothモード

６-２-１ モード 
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どうかアウトプットインタフェイスを指定するために適切なバーコードをスキャンして

ください 
 

*5OZ1* 
スレーブ 

*5OZ2* 
マスタ 

*5OZ3* 
HID 

*5OZ4* 
HID for iOS 

*5OZ5* 
ドングル 

*5OZ9* 
マスタ自動 

 

 

 

 

 

 

読取環境の選択 

通常  ：標準読取（初期値） 

液晶画面 ：本設定を行うことでスマホなどの画面に表示したバーコードを容易に読み取

ります。 

 

*3OX0* 
通常 

*3OX1* 
液晶画面 

 

 

  

６-２-２ アウトプットインタフェース 

６-２-３ アプリケーションタイプ 
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大ボタンは、バーコードをスキヤンし、小ボタンは、蓄積データを送信するために通常使

用します。 大小ボタンを組み合わせて押すことで別の機能として動作します。 

Bluetoothモードで Bluetoothペアリング動作を開始します。 小ボタンを押し続けて中

央 LEDが連続高速点滅状態になりビープ音が２回鳴ったら、大ボタンも押してビープ音が

４回鳴ったら大小ボタンを解放します。 ペアリング可能な状態になりますので接続先の

デバイスでペアリングおよび接続を完了してください。 
 

*7P00* 
無効 

*7P01* 
ペアリング開始 

 
 
 
 
 
 

 

小ボタンは、いくつかの機能が割り当てられています。 小ボタンを押している時間の長

さによってデータ送信モードに切り替わります。 小ボタンの関連した操作を行うために

この機能を有効にすることで利用可能になります。 

小ボタンの補助機能を無効にするために「無効」のバーコードをスキャンしてください。 

他方「蓄積データ送信」が有効な場合に、小ボタンを押し続けて中央 LEDが青色から橙色

に変わると蓄積データ送信モードに切り替わりますので、小ボタンを解放します。 大ボ

タンを押すことで蓄積データが送信されます。 

 

*8P10* 
無効 

*8P12* 
蓄積データ送信 

 

 

 

 

 

 

 

 

６-２-５ 小ボタンの機能 

６-２-４ 大小ボタンの複合操作
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ホストと USB ケーブルで接続した際にスキャナのバッテリ充電を行うべきかどうか決定

します。 
 

*0P20* 
無効 

*0P21* 
有効 

 

 

 

 
 

 

 

 

バーコードを正常に読み取った時のビープ音の音量を指定する設定バーコードをスキャ

ンしてください。 より高いレベルは音量が大きくなります。 

 

*1P30* 
消音 

*1P31* 
Level1 

*1P32* 
Level2 

*1P33* 
Level3 

*1P34* 
Level4 

 

 

  

６-２-６ USB 充電切替 

６-２-７ 正読ビープの音量 
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通常操作モードで標準の大ボタンまたは小ボタン作業（モード切替、データ送信モード、

蓄積データの削除など）時のビープ音の音量を指定する設定バーコードをスキャンしてく

ださい。 より高いレベルは音量が大きくなります。 
 

*3P50* 
消音 

*3P51* 
Level1 

*3P52* 
Level2 

*3P53* 
Level3 

*3P54* 
Level4 

 
 

 

 

 

エラーが発生した時、警告ビープの音量を指定する設定バーコードをスキャンしてくださ

い。 より高いレベルは音量が大きくなります。 

 

*5P71* 
Level1 

*5P72* 
Level2 

*5P73* 
Level3 

*5P74* 
Level4 

 

 

６-２-８ 操作ビープの音量 

６-２-９ 警告ビープの音量 
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バーコードを正常に読み取った時のバイブレーション機能を有効／無効に指定する設定

バーコードをスキャンしてください。 
 

*2P40* 
無効 

*2P41* 
有効 

 

 

 

 

 

通常操作モードで標準の大ボタンまたは小ボタン作業（モード切替、データ送信モード、

蓄積データの削除など）時のバイブレーション機能の有効／無効を指定する設定バーコー

ドをスキャンしてください。 

 

*4P60* 
無効 

*4P61* 
有効 

 

 

 

 

 

エラーが発生した時、バイブレーション機能の有効／無効を指定する設定バーコードをス

キャンしてください。 

 

*6P80* 
無効 

*6P81* 
有効 

 

 

 

 

 

 

６-２-１０ 正読時バイブレーション 

６-２-１１ 操作時バイブレーション 

６-２-１２ 警告時バイブレーション 
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 

 

 

Bluetoothペアリング開始から「ペアリング有効時間」内に接続できない時、ペアリング

失敗の警報を出力して終了します。 

 

*1QK+* 
 

設定範囲 単位 初期値 

１～２５５秒 1 秒 ９０秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャンを「ペアリング有効時間」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-２-１３ ペアリング有効時間 
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 

 

バーコードの読み取りに成功した時のビープ音の周波数を指定します。 

 

*8PS+* 
設定範囲 単位 初期値 

１００～３５００Hz 100Hz ２７００Hz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バーコードの読み取りに成功した時のビープ音の持続時間を指定します。 

 

*0PT+* 
設定範囲 単位 初期値 

１０～２５５０ミリ秒 １０ミリ秒 １００ミリ秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「正読ビープ周波数」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「正読ビープ時間」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-２-１５ 正読ビープ時間 

６-２-１４ 正読ビープ周波数 
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 

 

 

バーコードの読み取りに成功した時のビープ音の持続時間を指定します。 

 

*1PU+* 
設定範囲 単位 初期値 

１０～２５５０ミリ秒 １０ミリ秒 ５０ミリ秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「正読バイブレータ時間」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-２-１６ 正読バイブレータ時間 
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 

 

 

読み取り時間の設定： 
1. バーコードスキャナは、設定時間内は読み取りを継続しますが、設定時間を経過する

と読み取りを自動で終了します。 

 （初期設定： 10 秒：「大ボタン」を押し続けて、１０秒間 照明 LEDを点灯します。 ） 
 

2. バーコードをスキャンしない状態を設定時間経過すると、読み取りの照明とエイマー

（ターゲットマーク）を消灯します。 

 

*2QL+* 
設定範囲 単位 初期値 

１～３０秒 １秒 １０ 秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「スキャン時間」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-２-１７ 読取時間 
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 

 

スキャナは、一定時間操作しないと省エネルギーモードに切り替わります。 
この設定は、省エネルギーモードに変わるまでの経過時間の長さを指定するため設定しま

す。 

*3QM+* 
設定範囲 単位 初期値 

１～２５５秒 1 秒 １５秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

待機時間を経過したデバイスは、すぐに電力消費量を抑えたスタンバイ状態に入ります。

このパラメータは、電源 OFFになる前のスタンバイ状態の時間を決めます。 
 

*4QN+* 
設定範囲 単位 初期値 

３０～２５５０秒(42.5分) １０秒 ９０秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「読取待機時間」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「スタンバイ時間」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-２-１８ 読取待機時間 

６-２-１９ スタンバイ時間 
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 
 

 

プリアンブルは、データ送信の際にプリフックスとスキャンデータより前（最初）にデー

タを出力します。 プリアンブルコードの出力の有効／無効を指定する設定バーコードを

スキャンしてください。 

 

*1ZK0* 
無効 

*1ZK1* 
有効 

 

データフォーム： 

＜プリアンブル＞＜プリフィックス＞＜データ＞＜サフィックス＞＜ポストアンブル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

プリアンブル文字列の設定 
 

*H0G+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定文字数 初期値 

８ 無し 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「プリアンブルデータ」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-２-２０プリアンブル送信 

６-２-２１ プリアンブルデータ 
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 

 

 

ポストアンブルは、データ送信の際にサフックスとスキャンデータより後（最後）にデー

タを出力します。 ポストアンブルコードの出力の有効／無効を指定する設定バーコード

をスキャンしてください。 
 

*2ZL0* 
無効 

*2ZL1* 
有効 

 

データフォーム： 

＜プリアンブル＞＜プリフィックス＞＜データ＞＜サフィックス＞＜ポストアンブル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

ポストアンブル文字列の設定 
 

*G0O+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定文字数 初期値 

８ <CR><LF>（0x0D,0x0A） 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「ポストアンブルデータ」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-２-２２ ポストアンブル送信 

６-２-２３ ポストアンブルデータ 
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 

 
 
プリフィックスは、データ送信の際にプリアンブルとスキャンデータの間にデータを出力

します。 プリフィックスデータの出力の有効／無効を指定する設定バーコードをスキャ

ンしてください。 
 

*3ZM0* 
無効 

*3ZM1* 
有効 

 

データフォーム： 

＜プリアンブル＞＜プリフィックス＞＜データ＞＜サフィックス＞＜ポストアンブル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

プリフィックス文字列の設定 
 

*F0W+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定文字数 初期値 

８ 無し 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「プリフィックスデータ」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-２-２４ プリフィックス送信 

６-２-２５ プリフィックスデータ 
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 

 

 

サフィックスは、データ送信の際にスキャンデータとポストアンブルの間にデータを出力

します。 サフィックスデータの出力の有効／無効を指定する設定バーコードをスキャン

してください。 
 

*4ZN0* 
無効 

*4ZN1* 
有効 

 

データフォーム： 

＜プリアンブル＞＜プリフィックス＞＜データ＞＜サフィックス＞＜ポストアンブル＞ 

 

 

 

 

 

 

サフィックス文字列の設定 
 

*F14+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定文字数 初期値 

８ 無し 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「サフィックスデータ」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-２-２６ サフィックス送信 

６-２-２７ サフィックスデータ 
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 

 

バーコード種別名の表示を可能にします。 バーコード種別名はバーコードデータの前に

表示します。 

 

 

*5ZO0* 
無効 

*5ZO1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

 

バーコードをスキャンした時、バーコード種別 IDを表示することを可能にします。 
 

*6ZP0* 
無効 

*6ZP1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

 

「バーコード種別 ID」が「有効」である時、バーコード種別 IDの表示位置を設定します。

（バーコードデータの前／バーコードデータの後） 
 

*7ZQ0* 
前 

*7ZQ1* 
後で 

 

 

 

 

６-２-２８ バーコード種別名 

６-２-２９ バーコード種別 ID  

６-２-３０ バーコード種別 ID 表示位置 
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 

 

 

バーコードデータの文字数の表示を可能にします。 バーコードデータの文字数はバーコ

ードデータの前に表示します。 

 

*0ZS0* 
無効 

*0ZS1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

バーコードデータを Caps Lockの状態にコンバートして表示を可能にします。 １つの設

定バーコードで２種類の状況を持ちます。 
 

 

*A000* 
標準 

*A001* 
反転 

*A002* 
小文字 

*A003* 
大文字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６-２-３１ バーコードデータの文字数 

６-２-３２ Caps Lock  
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 

 

 

バーコードデータとタイムスタンプの間に区切り文字を挿入するべきかどうか決定しま

す。 
 

*4ZW0* 
無効 

*4ZW1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

 

タイムスタンプ区切り文字の設定 
 

 

*908+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定文字数 初期値 

１ " "  

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「タイムスタンプ区切り文字」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-２-３３ タイムスタンプ区切り 

６-２-３４ タイムスタンプ区切り文字  
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 

 

 

バーコードデータの中にＡＳＣＩＩ制御コードを含んでいる場合、出力データに制御コー

ドを出力するべきかどうか決定します。 
 

*5ZX0* 
無効 

*5ZX1* 
有効 

 

 

 

 

 

日付と時刻情報を送信するべきかどうか決定します。 
 

 

日付 時刻 

*1ZT0* 
無効 

*2ZU0* 
無効 

*1ZT1* 
有効 

*2ZU1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

 

上記日付と時刻情報を送信を「有効」に設定した時、日付／時刻情報の表示位置を設定し

ます。（バーコードデータの前／バーコードデータの後） 
 

*3ZV0* 
前 

*3ZV1* 
後 

 

６-２-３５ 制御コード 

６-２-３６ 日付と時刻情報送信 

６-２-３７ 日付/時刻情報の表示位置 
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6-2. Bluetooth 環境設定 

 

 

日付と時刻を区切る文字を設定します。 
 

*A09+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定文字数 初期値 

１ " "  

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「日付/時刻 区切り文字」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-２-３８ 日付／時刻 区切り文字 
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6-3. ケーブル環境設定 

 

 

 

 

 

 

操作モードの設定 

（１）正読 OFF：大ボタン（スキャン）を押し続けると読み取りの照明が点灯します。

バーコードを読み取るか、一定時間過ぎるか、大ボタンを解放すると照明が自動で

消灯します。 照明が消灯したら大ボタンを解放してください。  

（２）モーメンタリ：大ボタンを押し続けている間は、照明を点灯して読み取り状態を続

けます。 大ボタンを解放またはバーコードを読み取ると照明を消灯して終了しま

す。 

（３）トグル：大ボタンを押して解放すると照明を点灯して読み取りを開始します。 バ

ーコードを読み取るか、大ボタンを押して解放すると照明を消灯して読み取りを終

了します。 他の通信モードと同様に連続読み取りの動作にはなりません。 

（４）プレゼン：スキャン範囲以内に物質を検出すると、自動で照明が点灯してすぐにバ

ーコードをスキャンします。 設定時間内にバーコードをスキャンできないと自動

で照明は消灯し、次の物質を検出するように待機します。 
操作モードを決定するために下記の設定バーコードをスキャンしてください。 

 

*0HS0* 
正読 OFF 

*0HS1* 
モーメンタリ 

*0HS3* 
トグル 

*0HS4* 
プレゼン 

 

 

  

６-３ ケーブルモードの環境設定 

６-３-１ モード 
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6-3. ケーブル環境設定 

 

 

 

出力インタフェイスを指定するために適切な設定バーコードをスキャンしてください。 
 

*3HV1* 
USB - HIDキーボード 

*3HV2* 
USB – SPP（仮想シリアル） 

 

 

 
 

 

 

読取環境の選択 

通常  ：標準読取（初期値） 

液晶画面 ：本設定を行うことでスマホなどの画面に表示したバーコードを容易に読み取

ります。 

 

*1HT0* 
通常 

*1HT1* 
液晶 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６-３-２ 出力インタフェース 

６-３-３ 読取環境の設定 
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6-3. ケーブル環境設定 

 

 

 

大ボタンは、主にバーコードの読み取り、小ボタンは、蓄積データの伝送を行うために使

用します、大小ボタンを組み合わせて押すことで別の機能として動作します。 ケーブル

モードで、大小ボタンを組合せ操作でバッテリ充電の制御ができます。 

小ボタンを押し続けると中央 LED が緑色に高速点滅したら、大ボタンも押して、次に両方

のボタンを解放してください。 充電状態と充電禁止の切り替えを交互に行います。 

「充電禁止」 または「充電状態」の設定コードをスキャンして機能を有効にしてくださ

い。 
 

 

*4HW0* 
充電禁止 

*4HW1* 
充電状態 

 
 
 
 
 
 
 
小ボタンは、押している時間により充電切替、蓄積データの送信モードへ切り換るように

設計されています。 「蓄積データ送信」設定コードをスキャンした状態で小ボタンを連

続して押し続けて中央 LEDが橙色に点滅したら蓄積データ送信モードへ切り換ります。 

蓄積データ送信モードで大ボタンを押すと蓄積データが送信されて通常モードへ戻りま

す。 

「無効」設定コードをスキャン状態では、切り替わりません。  

 

*5HX0* 
無効 

*5HX2* 
蓄積データ送信 

 

 

 

 

６-３-４大小ボタンの複合操作機能 

６-３-５小ボタンの操作機能 
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6-3. ケーブル環境設定 

 

 

 

デバイスが USBケーブルでホストと接続されるときに、バッテリー充電を行う／行わない

を決定する設定バーコードをスキャンしてください。 
 

*6HY0* 
無効 

*6HY1* 
有効 

 

 

 

 
 

 

バーコードを正常に読み取った時のビープ音の音量を指定する設定バーコードをスキャ

ンしてください。 より高いレベルは音量が大きくなります。 

 

*7HZ0* 
消音 

*7HZ1* 

Level1 

*7HZ2* 
Level2 

*7HZ3* 
Level3 

*7HZ4* 
Level4 

 

 

 

 

  

６-３-６ 充電 

６-３-７ 正読ビープの音量 
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通常操作モードで標準の大ボタンまたは小ボタン作業（モード切替、データ送信モード、

蓄積データの削除など）時のビープ音の音量を指定する設定バーコードをスキャンしてく

ださい。 より高いレベルは音量が大きくなります。 
 

*1I10* 
消音 

*1I11* 
Level1 

*1I12* 
Level2 

*1I13* 
Level3 

*1I14* 
Level4 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラーが発生した時、警告ビープの音量を指定する設定バーコードをスキャンしてくださ

い。 より高いレベルは音量が大きくなります。 

 

*3I31* 
Level1 

*3I32* 
Level2 

*3I33* 
Level3 

*3I34* 
Level4 

 

 

  

６-３-９ 警告ビープの音量 

６-３-８ 操作ビープの音量 
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バーコードを正常に読み取った時のバイブレーション機能を有効／無効に指定する設定

バーコードをスキャンしてください。 
 

*0I00* 
無効 

*0I01* 
有効 

 

 

 

 

 

通常操作モードで標準の大ボタンまたは小ボタン作業（モード切替、データ送信モード、

蓄積データの削除など）時のバイブレーション機能の有効／無効を指定する設定バーコー

ドをスキャンしてください。 

 

 

*2I20* 
無効 

*2I21* 
有効 

 

 

 

 

 

エラーが発生した時、バイブレーション機能の有効／無効を指定する設定バーコードをス

キャンしてください。 

 

 

*4I40* 
無効 

*4I41* 
有効 

 

 

 

  

６-３-１０ 正読時バイブレーション 

６-３-１１ 操作時バイブレーション 

６-３-１２ 警告時バイブレーション 
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ケーブルモード時に、スキャナが起動したら自動でスキャンを開始します。 

 

*5I50* 
無効 

*5I51* 
有効 

 

 

 

 

バーコードの読み取りに成功した時のビープ音の周波数を指定します。 

 

*6IO+* 
設定範囲 単位 初期値 

１００ ～ ３５００Hz １００Hz ２７００Hz 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「正読ビープ周波数」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-３-１３ 自動スキャンモード 

６-３-１４ 正読ビープ 周波数 
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バーコードの読み取りに成功した時のビープ音の持続時間を指定します。 

 

*7IP+* 
設定範囲 単位 初期値 

１０～２５５０ミリ秒 １０ミリ秒 １００ミリ秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バーコードの読み取りに成功した時のビープ音の持続時間を指定します。 

 

*8IQ+* 
設定範囲 単位 初期値 

１０～２５５０ミリ秒 １０ミリ秒 ５０ミリ秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「正読ビープ時間」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「正読バイブレーター時間」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-３-１５ 正読ビープ時間 

６-３-１６ 正読バイブレータ時間 
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読み取り時間の設定： 
1. バーコードスキャナは、設定時間内は読み取りを継続しますが、設定時間を経過する

と読み取りを自動で終了します。 

 （初期設定： 10 秒：「大ボタン」を押し続けて、１０秒間 照明 LEDを点灯します。 ） 
 

2. バーコードをスキャンしない状態を設定時間経過すると、読み取りの照明とエイマー

（ターゲットマーク）を消灯します。 

 

*0JH+* 
設定範囲 単位 初期値 

１～３０秒 １秒 １０秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「読取時間」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-３-１７ 読取時間 
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プリアンブルは、データ送信の際にプリフックスとスキャンデータより前（最初）にデー

タを出力します。 プリアンブルコードの出力の有効／無効を指定する設定バーコードを

スキャンしてください。 

 

 

*8SG0* 
無効 

*8SG1* 
有効 

 

データフォーム： 

＜プリアンブル＞＜プリフィックス＞＜データ＞＜サフィックス＞＜ポストアンブル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

プリアンブル文字列の設定 
 

*5TC+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定文字数 初期値 

８ 無し 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「プリアンブルデータ」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-３-１８プリアンブル送信 

６-３-１９ プリアンブルデータ 
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ポストアンブルは、データ送信の際にサフックスとスキャンデータより後（最後）にデー

タを出力します。 ポストアンブルコードの出力の有効／無効を指定する設定バーコード

をスキャンしてください。 
 

 

*0SH0* 
無効 

*0SH1* 
有効 

 

データフォーム： 

＜プリアンブル＞＜プリフィックス＞＜データ＞＜サフィックス＞＜ポストアンブル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

ポストアンブル文字列の設定 
 

*4TK+* 
 

 

 

 

 

 

 

  

設定文字数 初期値 

８ <CR><LF>（0x0D0x0A） 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「ポストアンブルデータ」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-３-２０ ポストアンブル送信 

６-３-２１ ポストアンブルデータ 
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プリフィックスは、データ送信の際にプリアンブルとスキャンデータの間にデータを出力

します。 プリフィックスデータの出力の有効／無効を指定する設定バーコードをスキャ

ンしてください。 
 

*1SI0* 
無効 

*1SI1* 
有効 

 

データフォーム： 

＜プリアンブル＞＜プリフィックス＞＜データ＞＜サフィックス＞＜ポストアンブル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

プリフィックス文字列の設定 
 

*3TS+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定文字数 初期値 

８ 無し 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「プリフィックスデータ」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-３-２２ プリフィックス送信 

６-３-２３ プリフィックスデータ 
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サフィックスは、データ送信の際にスキャンデータとポストアンブルの間にデータを出力

します。 サフィックスデータの出力の有効／無効を指定する設定バーコードをスキャン

してください。 
 

*2SJ0* 
無効 

*2SJ1* 
有効 

 

データフォーム： 

＜プリアンブル＞＜プリフィックス＞＜データ＞＜サフィックス＞＜ポストアンブル＞ 

 

 

 

 

 

 

サフィックス文字列の設定 
 

*3U0+* 
 

 

 

 

  

設定文字数 初期値 

８ 無し 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「サフィックスデータ」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-３-２４ サフィックス送信 

６-３-２５ サフィックスデータ 
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バーコード種別名の表示を可能にします。 バーコード種別名はバーコードデータの前に

表示します。 

 

*3SK0* 
無効 

*3SK1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

 

バーコードをスキャンした時、バーコード種別 IDを表示することを可能にします。 
 

*4SL0* 
無効 

*4SL1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

 

「バーコード種別 ID」が「有効」である時、バーコード種別 IDの表示位置を設定します。

（バーコードデータの前／バーコードデータの後） 
 

*5SM0* 
前 

*5SM1* 
後 

 

 

  

６-３-２６ バーコード種別名 

６-３-２７ バーコード種別 ID  

６-３-２８ バーコード種別 ID 表示位置 



 

 

設定開始                             125                            設定終了 

*/$%ENTR*                           *ZEND* 

6-3. ケーブル環境設定 

 

 

 

バーコードデータの文字数の表示を可能にします。 バーコードデータの文字数はバーコ

ードデータの前に表示します。 

 

*7SO0* 
無効 

*7SO1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

 

バーコードデータを Caps Lockの状態にコンバートして表示を可能にします。 １つの設

定バーコードで２種類の状況を持ちます。 
 

*6SW0* 
標準 

*6SW1* 
反転 

*6SW2* 
小文字 

*6SW3* 
大文字 

 

  

６-３-２９ バーコードデータの文字数 

６-３-３０ Caps Lock  
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バーコードデータとタイムスタンプの間に区切り文字を挿入するべきかどうか決定しま

す。 
 

*2SS0* 
無効 

*2SS1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

タイムスタンプ区切り文字の設定 
 

*6T4+* 
 

 

 

 

 

  

設定文字数 初期値 

１ " "  

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「タイムスタンプ区切り文字」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-３-３１ タイムスタンプ区切り 

６-３-３２ タイムスタンプ区切り文字  
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バーコードデータの中にＡＳＣＩＩ制御コードを含んでいる場合、出力データに制御コー

ドを出力するべきかどうか決定します。 
 

*3ST0* 
無効 

*3ST1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

 

日付と時刻情報を送信するべきかどうか決定します。 

 

日付 時間 

*8SP0* 
無効 

*0SQ0* 
無効 

*8SP1* 
有効 

*0SQ1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

上記日付と時刻情報を送信を「有効」に設定した時、日付／時刻情報の表示位置を設定し

ます。（バーコードデータの前／バーコードデータの後） 
 

*1SR0* 
前 

*1SR1* 
後 

 

６-３-３３ 制御コード 

６-３-３４ 日付と時刻情報送信 

６-３-３５ 日付/時刻情報の表示位置 
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日付と時刻を区切る文字を設定します。 
 

*7T5+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定文字数 初期値 

１ " "  

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「日付／時刻 区切り文字」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

６-３-３６ 日付／時刻 区切り文字 
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第７章：環境設定 
 

７-１ ホストインタフェイス 
  ７-１-１ バージョン 
  ７-１-２ アボート設定 
  ７-１-３ バーコードデフォルト 
  ７-１-４ すべてのデフォルト 
  ７-１-５ Mode Switch  
７-２ データ出力インタフェイス 
    ７-２-１がキーボードの種類をＵＳＢ - 隠しました 
      ７-２-１-１ キャップス・ロック 
      ７-２-１-２ Num Lock  
      ７-２-１-３ シフトリリースキャップス・ロック 
      ７-２-１-４ 伝達タイムアウト 
      ７-２-１-５ 伝達 char 遅れ 
      ７-２-１-６ 伝達 char ギャップ時間 
      ７-２-１-７ 伝達レコード間隔時間 
      ７-２-１-８ ＵＳＢがレイアウト設定を隠しました 
   ７-２-１-９ アウトプット言語 
  ７-２-２ USB - SPP （仮想の COM）タイプ 
      ７-２-２-１ 通信プロトコル 
      ７-２-２-２ <STX>＆ <ETX>特徴 
      ７-２-２-３ コマンドモード 
   ７-２-２-４ 再転送カウント 
      ７-２-２-５ ACK タイムアウト 
   ７-２-２-６ 伝達タイムアウト 
      ７-２-２-７ 伝達 char 遅れ 
   ７-２-２-８ 伝達 char ギャップ時間 
      ７-２-２-９ 伝達レコード間隔時間 
  ７-２-３ Bluetooth HID 
      ７-２-３-１ キャップス・ロック 
      ７-２-３-２ Num Lock  
      ７-２-３-３ シフトリリースキャップス・ロック 
   ７-２-３-４ Bluetoothがレイアウト Settiing を隠しました 
   ７-２-３-５ 伝達タイムアウト 
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      ７-２-３-６ 伝達 char 遅れ 
      ７-２-３-７ 伝達 char ギャップ時間 
      ７-２-３-８ 伝達レコード間隔時間 
      ７-２-３-９ アウトプット言語 
  ７-２-４ Bluetooth - SPP タイプ 
   ７-２-４-１ 通信プロトコル 
      ７-２-４-２ <STX>＆ <ETX>特徴 
      ７-２-４-３ コマンドモード 
      ７-２-４-４ 再転送カウント 
      ７-２-４-５ ACK タイムアウト 
      ７-２-４-６ 伝達タイムアウト 
   ７-２-４-７ 伝達 char 遅れ 
      ７-２-４-８ 伝達 char ギャップ時間 
   ７-２-４-９ 伝達レコード間隔時間 
  ７-２-５ メモリ HID タイプ 
      ７-２-５-１ キャップス・ロック 
      ７-２-５-２ Num Lock  
      ７-２-５-３ シフトリリースキャップス・ロック 
      ７-２-５-４ 記憶がレイアウト Settiing を隠しました 
   ７-２-５-５ 伝達タイムアウト 
      ７-２-５-６ 伝達 char 遅れ 
      ７-２-５-７ 伝達 char ギャップ時間 
      ７-２-５-８ 伝達レコード間隔時間 
      ７-２-５-９ アウトプット言語 
  ７-２-６ メモリ - SPP タイプ 
   ７-２-６-１ 通信プロトコル 
      ７-２-６-２ <STX>＆ <ETX>特徴 
      ７-２-６-３ 再転送カウント 
      ７-２-６-４ ACK タイムアウト 
      ７-２-６-５ 伝達タイムアウト 
   ７-２-６-６ 伝達 char 遅れ 
      ７-２-６-７ 伝達 char ギャップ時間 
   ７-２-６-８ 伝達レコード間隔時間 
 

７-３ システム制御 
    ７-３-１ 様式 
  ７-３-２ システムビープのボリューム 
  ７-３-３ DcPlug ケーブル様式 
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  ７-３-４ 日付形式 
  ７-３-５ 時間構成 
  ７-３-６ システム Virbator  
  ７-３-７ ショーヘッダー Str  
  ７-３-８ ショーフッタ Str  
  ７-３-９ ショーヘッダー SerNum  
  ７-３-１０ ショーフッタ SerNum  
  ７-３-１１ ショーヘッダー期日＆時間 
  ７-３-１２ ショーフッタ期日＆時間 
  ７-３-１３ ショーヘッダー RecCnt  
  ７-３-１４ ショーフッタ RecCnt  
  ７-３-１５ 日付区切り線 
  ７-３-１６ 時間区切り線 
  ７-３-１７ DLE エスケープ特徴 
  ７-３-１８ バーエスケープ特徴 
  ７-３-１９ ETX エスケープ特徴 
  ７-３-２０ STX エスケープ特徴 
  ７-３-２１ セットアップタイムアウト時間 
  ７-３-２２ セット期日＆時間 
  ７-３-２３ データがクリアするすべての記憶 
  ７-３-２４ すべてのメモリデータ伝送 
  ７-３-２５ フッタ Chatacters  
  ７-３-２６ 読取エリア 中央 
  ７-３-２７読取エリア 上部設定 
  ７-３-２８読取エリア 下部設定 
  ７-３-２９読取エリア 左側設定 
  ７-３-３０読取エリア 右側設定 
 

メモ：パラメータ設定のために 16 進 / 10 進テーブル（ページ：３４７）を印刷するこ

とを推奨しました。 
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7-1. ホストインターフェイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファームウェア情報出力には、カスタマ番号、 ISP バージョン、ファームウェアバージ

ョン、２Ｄエンジンバージョンと Bluetoothモジュールバージョンを含みます。 

*ZVER* 
 

設定手順： 

（１）スキャン「設定開始」バーコード 
（２）スキャン「バージョン」バーコード 

注意：ファームウェア情報は下記の通りです。 

   （数値は例で実際と異なることがあります） 

Mode: 0005.0001    （カスタマ番号） 
Isp: 0001.0000    （ISP バージョン） 
Kernel: 0001.0009   （ファームウェアバージョン） 
2D Eng: CZ000052BAA  （2D エンジンバージョン） 
Bt: V100-T031BT-20170627  （Bluetooth モジュールバージョン） 

 

 

 

 

現在の設定を中止して設定前の状態へ戻すために「設定終了」バーコードをスキャンする

前に、下記の「設定中止」バーコードをスキャンしてください。 
 

*ZEXT* 
 

設定手順： 

（１）「設定モード」時のみ有効 
（２）スキャン「設定中止」バーコード 

７．環境設定 

７-１ ホストインタフェース 

７-１-１ バージョン 

７-１-２ 設定中止 
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7-1. ホストインターフェイス 

 

 

 

バーコード設定を初期値に戻すために下のバーコードをスキャンしてください。 
   

*ZDEF* 
 

設定手順： 

（１）スキャン「設定開始」バーコード 
（２）スキャン「バーコード初期化」バーコード 

バーコード種別に関する設定値を出荷時状態へ戻します。 その他の設定値は変更さ

れません。 

 

 

 

 

 

出荷状態設定に戻すために下のバーコードをスキャンしてください。 

   

*ZADE* 
 

設定手順： 

（１）スキャン「設定開始」バーコード 
（２）スキャン「全初期化」バーコード 

出荷時状態の設定値へ戻します。 通信設定は、次回起動に設定が反映されます。 

 

  

７-１-３ バーコード設定の初期化 

７-１-４ 全初期化 
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7-1. ホストインターフェイス 

 

 

 

「設定開始」バーコードをスキャンして、下記のモードへ切り替えるバーコードをスキャ

ンしてください。 
 

ケーブルモード *ZTOS* 

メモリモード *ZTOM* 

Bluetoothモード *ZTOB* 

 

設定手順： 

（１）スキャン「設定開始」バーコード 
（２）スキャン「ケーブルモード」、「メモリモード」、「Bluetooth モード」バーコード 

※最後にスキャンしたモードが有効になります。 

※メモリモードは、初期値で禁止設定になっております。 許可するためには、

「7-3-1 モード」項目で「ケーブル＆メモリ＆Bluetooth」を先に設定してく

ださい。 

 

 

 

７-１-５ モード設定  
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7-2.データ出力インターフェイス 

 

 

 

ケーブルモード 
スキャナをＰＣを USB ケーブルで接続して、メモリモードで蓄積したデータの転送、ある

いは、USBケーブルスキャナとしてリアルタイムでデータ転送ができます。 
 

２つの異なった出力インタフェイスがあります： 
 

(1) USB-HID （キーボード）タイプ：Word 、Excelあるいはテキストエディタにバ

ーコードデータを入力することができます。 

 

(2) USB-COM（仮想シリアル）タイプ：シリアル通信ソフトでバーコードデータを受

信できます。 

  

７－２ データ出力インタフェース 
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7-2-1.USB HIDキーボードタイプ 

 

 

 

バーコードデータ表示の Caps Lock設定。 
 

*3750* 
自動 

*3751* 
小文字 

*3752* 
大文字 

*3753* 
Alt  ＋ 

 

 

例：バーコードデータ「ABCdef」の場合 
 

        ステータス 
 選択 

Caps Lock オン Caps Lockオフ 

大文字 ABCdef abcDEF 

小文字 abcDEF ABCdef 

Alt＋ テンキー ABCdef ABCdef 
 
 
 
 
 
 
 
 

テンキーパッドの設定、アプリケーションプログラムによって数値キーパッドを有効にし

ているならば、キーパッドの設定を選択しなければなりません。 （キーボード右側の

「NumLock」をオンにします） 

 

*4760* 
通常設定（NumLockオフ） 

*4761* 
テンキー設定（NumLockオン） 

 

  

７-２-１ USB HID キーボードタイプ 

７-２-１-２ Num Lock  
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7-2-1.USB HIDキーボードタイプ 

 

 

 

Shift キーを解除した Caps Lock の状態に戻します。 
 

*5770* 
無効 

*5771* 
有効 

 

 

 

 

 

データ転送後に設定時間内に返答が無い場合に警報を発します。 
 

*27V+* 
 

 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「送信タイムアウト」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定を 2 秒にするために

パラメータ「２」をスキ

ャンしてください。 
 

 

 

  

設定範囲 単位 初期値 

２～２５５秒 1 秒 ３秒 

７-２-１-３ Shift解除した Caps Lock 

７-２-１-４ 送信タイムアウト 
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7-2-1.USB HIDキーボードタイプ 

 

 

 

設定された文字の数を送信すると遅延時間待って送信を再開します。 設定された文字数

より小さいデータでは遅延時間は発生しません。 

*37W+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字間遅延間隔で設定した遅延時間を設立します。 
 

*47X+* 
 

 

 

設定範囲 初期値 

０～２５５ ０ 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「文字間遅延間隔」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 単位 初期値 

０～２５５ミリ秒 １ミリ秒 ０ミリ秒 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「文字間遅延時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定を 2 ミリ秒にする

ためにパラメータ「２」

をスキャンしてくださ

い。 

７-２-１-５ 文字間遅延間隔 

７-２-１-６ 文字間遅延時間 
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7-2-1.USB HIDキーボードタイプ 

 

 

 

レコード間の送信に遅延時間を設立します。 

*57Y+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「伝達レコード間隔時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

200ミリ秒を設定するに

は、200ミリ秒 /10ミリ

秒 ＝ ２０です 
 

 

 

 

 

 

USDB HIDキーボード言語を指定します。 

USB HID キーボード言語 

*6780* 
英語（US） 

*6781* 
英語 

*6782* 
日本語 

*6783* 
フランス語 

*6784* 
ドイツ語 

*6785* 
イタリア語 

*6786* 
スペイン語 

設定範囲 単位 初期値 

０～２５５０ミリ秒 １０ミリ秒 ０ミリ秒 

７-２-１-７ レコード間隔時間 

７-２-１-８ USB HID キーボード言語 
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7-2-1.USB HIDキーボードタイプ 

*6787* 
ポルトガル語 

*6788* 
スロバキア語 

*6789* 
韓国語 

*678A* 
トルコ語 

 

 

 

 

 

バーコードの言語に合わせる 

 

*7790* 
合衆国 

*7791* 
Big5 

*7792* 
Gb2312 

*7793* 
Shift JIS 

 

 

  

７-２-１-９ 出力言語 
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7-2-2.USB仮想 COMタイプ 

 

 

 

 

 

「ACK / NAK」ハンドシェイクの設定 
 

*4850* 
無効 

*4851* 
有効 

 

 

 

 

 

先頭に「STX」、データ、末尾に「ETX」 
 

*5860* 
無効 

*5861* 
有効 

 

 

 

 

 

  

７-２-２ USB - SPP （仮想 COM）タイプ 

７-２-２-１ 通信プロトコル 

７-２-２-２ <STX> － <ETX>パケット 



 

 

設定開始                              142                     設定終了

*/$%ENTR*                              *ZEND* 

        

7-2-2.USB仮想 COMタイプ 

 

 

 

バーコードとエスケープ文字の選択 
 

*6870* 
無効 

*6871* 
有効 

 

 

 

 

 

SPP 通信でコマンドモードの選択 

 

*7880* 
無効 

*7881* 
有効 

 

 

  

７-２-２-３ バーコードとエスケープ文字 

７-２-２-４ コマンドモード 
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7-2-2.USB仮想 COMタイプ 

 

 

 

NAK 受信よる再送信の回数制限。 ACK を受信するか ACK 受信タイムアウト以前の状

態で有効です。 
 

*58O+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「再転送カウント」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

ACK/NAK を受信するまでの時間を設定 
 

*68P+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「ACK タイムアウト」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

2秒を設定するには、

2秒 /1秒 ＝ ２です 

設定範囲 初期値 

０～２５５ ２ 

設定範囲 単位 初期値 

２～２５５秒 1 秒 ３秒 

７-２-２-５ 再転送カウント 

７-２-２-６ ACK タイムアウト 
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7-2-2.USB仮想 COMタイプ 

 

 

 

設定時間内に応答メッセージを受信できないと送信タイムアウトエラーを発します。 
 

*88R+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

送信文字数毎に遅延時間を入れます。 
 

*08S+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定範囲 単位 初期値 

２～２５５秒 1 秒 ３秒 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「送信タイムアウト」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

2秒を設定するには、

2秒 /1秒 ＝ ２です 
 

設定範囲 初期値 

０～２５５ ０ 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「送信文字間遅延設定」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

７-２-２-７ 送信タイムアウト 

７-２-２-８ 送信文字間遅延設定 
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7-2-2.USB仮想 COMタイプ 

 

 

 
送信文字間の遅延時間を設定 

*18T+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「送信文字間遅延時間」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

2ミリ秒を設定する

には、2ミリ秒 /1ミ

リ秒 ＝ ２です 
 

 

 

 

 

送信データ間の遅延時間を設定 
 

*28U+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「送信データ間遅延時間」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

20ミリ秒を設定する

には、20ミリ秒 /10

ミリ秒 ＝ ２です 
 

 

 

設定範囲 単位 初期値 

０～２５５ミリ秒 １ミリ秒 ０ミリ秒 

設定範囲 単位 初期値 

０～２５５０ミリ秒 １０ミリ秒 ０ミリ秒 

７-２-２-９ 送信文字間遅延時間 

７-２-２-１０送信データ間遅延時間 
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7-2-3.Bluetooth HIDタイプ 

Bluetoothモード 
 

 

 

 

 

バーコードデータ表示用の Caps Lock設定。 
 

*5E91* 
小文字 

*5E93* 
Alt+ 

*5E92* 
大文字 

 

 

バーコードデータ出力例「ABCdef」 
 

        ステータス 
 選択 

Caps Lockオン Caps Lockオフ 

大文字 ABCdef abcDEF 

小文字 abcDEF ABCdef 

Alt  ＋ テンキー ABCdef ABCdef 

 

 

 

 

 

テンキーパッドの設定：アプリケーションプログラムがテンキーパッドからの入力のみを

許可しない場合に使用します。 （キーボード右側の上の「NumLock」キーを制御） 
 

*6EA0* 
アルファベット 

*6EA1* 
数値 

 

 

 

 

 

  

７-２-３  Bluetooth HID タイプ 

７-２-３-１ CapsLock 

７-２-３-２ Num Lock 
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7-2-3.Bluetooth HIDタイプ 

 

 

 

Caps Lock 状態を解除する設定。 Shift キーを押しながら Caps Lock キーを押した状態 
 

*7EB0* 
無効 

*7EB1* 
有効 

 

 

 

 

 

Bluetooth HIDキーボード言語を設定 
 

*8EC0* 
US英語 

*8EC6* 
スペイン 

*8EC1* 
UK英語 

*8EC7* 
ポルトガル 

*8EC2* 
日本語 

*8EC8* 
スロバキア 

*8EC3* 
フランス 

*8EC9* 
韓国 

*8EC4* 
ドイツ 

*8ECA* 
トルコ 

*8EC5* 
イタリア 

*8ECB* 
フィンランド＆スウェーデン 

 

  

７-２-３-３ Caps Lock 解除（Shift + Caps Lock） 

７-２-３-４ Bluetooth HIDキーボード設定 
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7-2-3.Bluetooth HIDタイプ 

 

 

データ送信後に応答メッセージが届くまでの時間を設定 

 

*4EZ+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

設定した文字数を出力後に遅延時間を入れる数値を設定 
 

*6F0+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定範囲 単位 初期値 

２～２５５秒 1 秒 ３秒 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「送信タイムアウト」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２秒に設定する場合

２秒 ÷ 1 秒 ＝ ２ 

設定範囲 初期値 

０～２５５ ０ 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「文字間遅延間隔」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

７-２-３-５ 送信タイムアウト設定 

７-２-３-６ 文字間遅延間隔 
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7-2-3.Bluetooth HIDタイプ 

 

 

文字間遅延間隔に入れる遅延時間を設立 
 

*7F1+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「文字間遅延時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２ミリ秒に設定する場

合 

２ミリ秒÷１ミリ秒 ＝ 

２ 
 

 

 

 

 

 

スキャンデータ送信後に入れる遅延時間を設定 

 

*8F2+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ間遅延時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２００ミリ秒に設定す

る場合 

200ミリ秒÷10ミリ秒 

＝ ２０ 

 

 

設定範囲 単位 初期値 

０～２５５ミリ秒 １ミリ秒 ０ミリ秒 

設定範囲 単位 初期値 

０～２５５０ミリ秒 １０ミリ秒 ０ミリ秒 

７-２-３-７ 文字間遅延時間 

７-２-３-８ データ間遅延時間 
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7-2-3.Bluetooth HIDタイプ 

 

 

 

バーコードエンコーディングの言語を設定 

 

*0ED0* 
US 

*0ED1* 
Big5 

*0ED2* 
GB2312 

*0ED3* 
Shift JIS 

 

 

  

７-２-３-９ 送信言語 
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7-2-4.Bluetooth SPPタイプ 

 

 

 

 

 

 

「ACK / NAK」 ハンドシェイクの設定 
 

*6F90* 
無効 

*6F91* 
有効 

 

 

 

 

 

スキャンデータの先頭に「STX(0x02)」、末尾に「ETX(0x03)」を付加するパケット設定 
 

*7FA0* 
無効 

*7FA1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

  

７-２-４ Bluetooth - SPP タイプ 

７-２-４-１ 通信プロトコル 

７-２-４-２ <STX> － <ETX>パケット 
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7-2-4.Bluetooth SPPタイプ 

 

 

<BAR>または<CMD>のエスケープ文字の設定 
 

*8FB0* 
無効 

*8FB1* 
有効 

 

 

 

 

 

Bluetooth SPPモードでコマンドモードの設定 

 

*0FC0* 
無効 

*0FC1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

  

７-２-４-３ <CMD>＆<BAR>文字 

７-２-４-４ コマンドモード 
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7-2-4.Bluetooth SPPタイプ 

 

 

データ転送後に「NAK」応答メッセージを受け取りデータの再送信を行う回数を設定 
 

*7FS+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「NAK 再転送回数」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

データを送った後に「ACK」応答メッセージを受け取るまでにの時間を設定 
 

*8FT+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「ACK タイムアウト」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２秒に設定する場合、

２秒÷1秒＝２ 
 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～２５５ ２ 

設定範囲 単位 初期値 

２～２５５秒 1 秒 ３秒 

７-２-４-５ NAK 再転送回数 

７-２-４-６ ACK タイムアウト 
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7-2-4.Bluetooth SPPタイプ 

 

 

 

データを送った後に「ACK」または「NAK」応答メッセージを受け取るまでにの時間を設定 
 

*1FV+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

遅延時間を入れる転送文字数を設定 
 

*2FW+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定範囲 単位 初期値 

２～２５５秒 1 秒 ３秒 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「送信タイムアウト」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２秒に設定する場合、

２秒÷１秒 ＝２ 
 

設定範囲 初期値 

０～２５５ ０ 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「文字間遅延間隔」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

７-２-４-７ 送信タイムアウト 

７-２-４-８ 文字間遅延間隔 
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7-2-4.Bluetooth SPPタイプ 

 

 

文字間遅延時間を設定 
 

*3FX+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「文字間遅延時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２ミリ秒に設定する場

合 

２ミリ秒÷１ミリ秒 

＝２ 
 

 

 

 

 

 

データ間の遅延時間を設定 
 

*4FY+* 
 

 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「伝達レコード間隔時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２００ミリ秒に設定す

る場合 

２００ミリ秒÷ １０

ミリ秒＝２０ 
 

 

設定範囲 単位 初期値 

０～２５５ミリ秒 １ミリ秒 ０ミリ秒 

設定範囲 単位 初期値 

０～２５５０ミリ秒 １０ミリ秒 ０ミリ秒 

７-２-４-９ 文字間遅延時間 

７-２-４-１０ データ間遅延時間 
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7-2-4.Bluetooth SPPタイプ 

 



 

 

設定開始                              157                     設定終了

*/$%ENTR*                              *ZEND* 

        

7-2-5.メモリ HIDタイプ 

メモリモード 
 

7-2-5  記憶がタイプを隠しました 

 

 

 

 

バーコードデータ表示の Caps Lock設定。 
 

*8AP0* 
自動判定 

*8AP1* 
小文字 

*8AP2* 
大文字 

*8AP3* 
Alt + 

 

バーコードデータ出力例「ABCdef」 
 

        ステータス 
 選択 

Caps Lockオン Caps Lockオフ 

大文字 ABCdef abcDEF 

小文字 abcDEF ABCdef 

Alt  ＋ テンキー ABCdef ABCdef 

 

 

 

 

 

 

テンキーパッドの設定、アプリケーションプログラムによって数値キーパッドを有効にし

ているならば、キーパッドの設定を選択しなければなりません。 （キーボード右側の

「NumLock」をオンにします） 

 

*0AQ0* 
通常設定（NumLockオフ） 

*0AQ1* 
テンキー設定（NumLockオン） 

 

  

７-２-５ メモリ HID モード 

７-２-５-１ Caps Lock 

７-２-５-２ Num Lock  
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7-2-5.メモリ HIDタイプ 

 

 

 

Shift キーを解除した Caps Lock の状態に戻します。 
 

*1AR0* 
無効 

*1AR1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

メモリモード HIDキーボード言語を設定 
 

*2AS0* 
US英語 

*2AS6* 
スペイン 

*2AS1* 
UK英語 

*2AS7* 
ポルトガル 

*2AS2* 
日本語 

*2AS8* 
スロバキア 

*2AS3* 
フランス 

*2AS9* 
韓国 

*2AS4* 
ドイツ 

*2ASA* 
トルコ 

*2AS5* 
イタリア 

*2ASB* 
フィンランド＆スウェーデン 

 

 

 

 

 

 

 

 

７-２-５-３ Shift 解除した Caps Lock 

７-２-５-４ メモリ HIDキーボード設

定 
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7-2-5.メモリ HIDタイプ 

 

 

データ送信後に応答メッセージが届くまでの時間を設定 

 

*8BF+* 
 

 

 

 

 

 

 

設定した文字数を出力後に遅延時間を入れる数値を設定 
 

*0BG+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

設定範囲 単位 初期値 

２～２５５秒 1 秒 ３秒 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「送信タイムアウト」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２秒に設定する場合

２秒 ÷ 1 秒 ＝ ２ 

設定範囲 初期値 

０～２５５ ０ 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「文字間遅延間隔」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

７-２-５-５ 送信タイムアウト設定 

７-２-５-６ 文字間遅延間隔 
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7-2-5.メモリ HIDタイプ 

 

 

文字間隔の遅延時間を設定 
 

*1BH+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「文字間隔遅延時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２ミリ秒に設定する

場合 

２ミリ秒÷１ミリ秒 

＝ ２ 
 

 

 

 

 

データ間隔の遅延時間の設定 
 

*2BI+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ間隔遅延時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２００ミリ秒に設定す

る場合 

200ミリ秒÷10ミリ秒 

＝ ２０ 

 

  

設定範囲 単位 初期値 

０～２５５ミリ秒 １ミリ秒 ０ミリ秒 

設定範囲 単位 初期値 

０～２５５０ミリ秒 １０ミリ秒 ０ミリ秒 

７-２-５-７ 文字間隔遅延時間 

７-２-５-８ データ間隔遅延時間 
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7-2-5.メモリ HIDタイプ 

 

 

 

送信言語の設定 

 

*3AT0* 
US 

*3AT1* 
Big5 

*3AT2* 
GB2312 

*3AT3* 
Shift JIS 

 

 

  

７-２-５-９ 送信言語 
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7-2-6.メモリ SPPタイプ 

７-２-６ 記憶 - SPP タイプ 

 

 

 

 

「ACK/NAK」プロトコルの設定 
 

*0BP0* 

無効 

*0BP1* 

「ACK/NAK」有効 
 

 

 

 

スキャンデータの先頭に「STX(0x02)」、末尾に「ETX(0x03)」を付加するパケット設定 
 

*1BQ0* 
無効 

*1BQ1* 
STX-ETX有効 

 

 

 

  

７-２-６ メモリ - SPP タイプ 

７-２-６-１ 通信プロトコル 

７-２-６-２ <STX> － <ETX>設定 
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7-2-6.メモリ SPPタイプ 

 

 

<BAR>または<CMD>のエスケープ文字の設定 
 

*2BR0* 
無効 

*2BR1* 
有効 

 

 

 

 

NAK 受信よる再送信の回数制限。 ACK を受信するか ACK 受信タイムアウト以前の状

態で有効です。 
 

*2C8+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「再転送カウント」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～２５５ ２ 

７-２-６-３ <CMD>＆ <BAR>文字 

７-２-６-４ 再転送カウント 
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7-2-6.メモリ SPPタイプ 

 

 

 

ACK/NAK を受信するまでの時間を設定 
 

*3C9+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「ACK タイムアウト」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２秒に設定する場合

２秒÷1 秒 ＝ ２ 

 

 

 

 

設定時間内に応答メッセージを受信できないと送信タイムアウトエラーを発します。 
 

*5CB+* 
 

 

 

 

  

設定範囲 単位 初期値 

２～２５５秒 1 秒 ３秒 

設定範囲 単位 初期値 

２～２５５秒 1 秒 ３秒 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「送信タイムアウト」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２秒に設定する場合

２秒÷1 秒 ＝ ２ 

７-２-６-５ ACK タイムアウト 

７-２-６-６ 送信タイムアウト 
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7-2-6.メモリ SPPタイプ 

 

 

 

送信文字数毎に遅延時間を入れます。 
 

*6CC+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信文字間の遅延時間を設定 

*7CD+* 
 

 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「送信文字間遅延時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２ミリ秒に設定する

場合 

２ミリ秒÷１ミリ秒 

＝ ２ 

 

 

設定範囲 初期値 

０～２５５ ０ 

設定手順 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「送信文字間遅延設定」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 単位 初期値 

０～２５５ミリ秒 １ミリ秒 ０ミリ秒 

７-２-６-７送信文字間遅延設定 

７-２-６-８送信文字間遅延時間 
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7-2-6.メモリ SPPタイプ 

 

 

 

送信データ間の遅延時間を設定 
 

*8CE+* 
 

 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「送信データ間遅延時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２００ミリ秒に設定す

る場合 

200ミリ秒÷10ミリ秒 

＝ ２０ 

 

 

 

設定範囲 単位 初期値 

０～２５５０ミリ秒 １０ミリ秒 ０ミリ秒 

７-２-６-９送信データ間遅延時間 
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7-3. システム制御 

 

 

 

 

 

 

モードの設定 

 

*53K0* 
ケーブル 

*53K4* 
ケーブル＆Bluetooth 

*53K1* 
メモリ 

*53K5* 
メモリ＆Bluetooth 

*53K2* 
ケーブル＆メモリ 

*53K6* 
ケーブル＆メモリ＆Bluetooth 

*53K3* 
Bluetooth 

 

 

 

 

 

 

 

システム操作（起動）時のビープ音の音量設定 

 

*13P0* 
消音 

*13P1* 
Level1 

*13P2* 
Level2 

*13P3* 
Level3 

*13P4* 
Level4（最大） 

 

 

  

７-３ システム制御 

７-３-２ システムビープの音量 

７-３-１ モード 
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7-3. システム制御 

 

 

USB ケーブルを接続してホスト通信を開始する初期値と通信モードを変更すること無く

充電のみを行う状態を切り換える 

 

*43S0* 
充電専用 

*43S1* 
ケーブル通信 

 

 

 

 

 

日付表示形式の設定 

 

*63U0* 
YYYYMMDD 

*63U1* 
MMDDYYYY 

*63U2* 
DDMMYYYY 

*63U3* 
YYMMDD 

*63U4* 
MMDDYY 

*63U5* 
DDMMYY 

 
 
 
 
 
 
 
 

７-３-３ USB ケーブル接続状態 

７-３-４ 日付形式 
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7-3. システム制御 

 
 

時間表示形式の設定 

 

*73V0* 
HHMMSS 

*73V1* 
HHMM 

*73V2* 
MMSS 

 

 

 

 

 

システム操作時の警報バイブレーション設定 

 

*23Q0* 
無効 

*23Q1* 
有効 

 

 

 

 
 
 

蓄積データの送信時にヘッダ文字列を出力する設定 

 

*83W0* 
無効 

*83W1* 
有効 

 

 

 

７-３-５ 時間形式 

７-３-７  ヘッダ文字列出力 

７-３-６ システムバイブレータ 
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蓄積データの送信時にフッタ文字列を出力する設定 

 

*5410* 
無効 

*5411* 
有効 

 

 

 

 

 

 

蓄積データの送信時にヘッダにシリアル番号を出力する設定 

 

*03X0* 
無効 

*03X1* 
有効 

 

 

 

 

 

蓄積データの送信時にフッタにシリアル番号を出力する設定 

 

*6420* 
無効 

*6421* 
有効 

 

 

 

 

７-３-１０ フッタにシリアル番号出力  

７-３-８フッタ文字列出力  

７-３-９ ヘッダにシリアル番号出力 
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蓄積データの送信時にヘッダに日時情報を出力する設定 

全蓄積データを削除すると日時情報をクリアします。 

 

日付 時間 

*13Y0* 
無効 

*23Z0* 
無効 

*13Y1* 
有効 

*23Z1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

蓄積データの送信時にフッタに日時情報を出力する設定 

全蓄積データを削除すると日時情報をクリアします。 

 

日付 時間 

*7430* 
無効 

*8440* 
無効 

*7431* 
有効 

*8441* 
有効 

 
 
 
 
 
蓄積データの送信時にヘッダに蓄積データ数を出力する設定 

 

*4400* 
無効 

*4401* 
有効 

７-３-１１ ヘッダ日時情報出力 

７-３-１２ フッタ日時情報出力 

７-３-１３ ヘッダ蓄積数出力  
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蓄積データの送信時にフッタに蓄積データ数を出力する設定 

 

*0450* 
無効 

*0451* 
有効 

 

 

 

 

 

 

日付の区切文字設定 
 

*24G+* 
設定文字数 初期値 

１ / 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「日付区切文字」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

 

 

７-３-１４ フッタ蓄積数出力  

７-３-１５ 日付区切文字 
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時間区切文字の設定 
 

*34H+* 
設定文字数 初期値 

１ ： 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「時間区切文字」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

DLE 制御コードに割り当てる ASCIIコードを設定 

 

*44I+* 
設定文字数 初期値 

１ 0x10 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「DLE 制御コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

７-３-１６ 時間区切文字 

７-３-１７ DLE 制御コード  
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ETX 制御コードに割り当てる ASCIIコードを設定 

 

*84M+* 
設定文字数 初期値 

１ 0x03 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「ETX エスケープ特徴」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

STX 制御コードに割り当てる ASCIIコードを設定 

 

*74L+* 
設定文字数 初期値 

１ 0x02 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「STX 制御コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

７-３-１８ ETX 制御コード 

７-３-１９ STX 制御コード 
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設定開始のバーコードをスキャンした後でセットアップタイムアウト時間操作しない状

態を続けるとエラーを警報して設定モードから抜けます。 

 

*75B+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「セットアップタイムアウト時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２分に設定する場合  

２分(120)÷1 秒 ＝ 

１２０ 

 

 

 

 

 

日時情報として「年 / 月 / 日 / 時 / 分 / 秒（YYMMDDhhmmss）」を入力します。 

 

*ZCLK* 
設定文字数 

１２ 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「日時情報」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 単位 初期値 

１～２５５秒 1 秒 ６０秒 

７-３-２０ セットアップタイムアウト時間 

７-３-２１ 日時情報 
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全蓄積データを削除します。 

 

*ZFCA* 
 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「蓄積データのクリア」バーコード 

 

 

 

 

 

 

 

Bluetooth/USBケーブルモード時に蓄積データを送信します。 

 

*ZMTX* 
 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「蓄積データ送信」バーコード 

（Ｃ）大ボタンを押してデータ転送開始 

 

 

 

 

 

 

 

７-３-２２ 蓄積データのクリア 

７-３-２３ 蓄積データ送信 
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蓄積データを送信する際のフッタの文字列を変更します。 

 

*F3K+* 
設定文字数 初期値 

１６ <Footer> 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「フッタ文字」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

蓄積データを送信する際のフッタの文字列を変更します。 

 

*H34+* 
設定文字数 初期値 

１６ <Header> 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「ヘッダ文字」バーコードを付けます 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 

７-３-２４ フッタ文字 

７-３-２５ ヘッダ文字 
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（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

本設定は、読み取りエリアを中央部限定する設定です。 

 

 

*KIR0* 
無効 

*KIR1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

本設定は、読み取りエリアを上部の位置を設定です。 

 

*LIS+* 
設定範囲 初期値 

０～１００ ４０ 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「読取エリア 上部設定」バーコードを付けます 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

７-３-２６ 読取エリア 中央 

７-３-２７ 読取エリア 上部設定 
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本設定は、読み取りエリアを下部の位置を設定です。 

 

*MIT+* 
設定範囲 初期値 

０～１００ ６０ 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「読取エリア 下部設定」バーコードを付けます 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

本設定は、読み取りエリアを下部の位置を設定です。 

 

*NIU+* 
設定範囲 初期値 

０～１００ ４０ 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「読取エリア 左側設定」バーコードを付けます 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

７-３-２８ 読取エリア 下部設定 

７-３-２９ 読取エリア 左側設定 
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本設定は、読み取りエリアを下部の位置を設定です。 

 

*OIV+* 
設定範囲 初期値 

０～１００ ６０ 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「読取エリア 右側設定」バーコードを付けます 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

７-３-３０ 読取エリア 右側設定 
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第８章： バーコード設定 
 

８-１ バーコード種別の初期値一覧 
８-２ UPC-A 
８-３ UPC-E 
８-４ JAN-13(EAN-13)  
８-５ JAN-8(EAN-8)  
８-６ Msi  
８-７ Gs1 Databar  
８-８ Gs1 Databar合成シンボル 
８-９ Codablock  
８-１０ PDF417  
８-１１ Tlc39  
８-１２ QR 
８-１３ DataMatrix  
８-１４ MaxiCode  
８-１５ Aztec 
８-１６ ChineseSensible （HanXinCode） 
８-１７ Codabar （Nw7） 
８-１８ Code39  
８-１９ Interleaved2of5  
８-２０ Nec2of5  
８-２１ Code93  
８-２２ Straight2of5 （Industrial2of5） 
８-２３ Matrix2of5  
８-２４ Code11  
８-２５ Code 128 
８-２６ GS1-128  
８-２７ 2DPostal  
８-２８ GS1 AI および GS1 FNC1  
８-２９ バーコード種別  
 



 

 

 

設定開始                            182                          設定終了

*/$%ENTR*                             *ZEND* 

        

8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

バーコードタイプ 読取 有効文字数 短縮 

最小 最大 リード エンド 

UPC-A 許可 - - 0 0 

UPC-E 許可 - - 0 0 

JAN-13(EAN-13) 許可 - - 0 0 

JAN-8 (EAN-8) 許可 - - 0 0 

Msi  禁止 4 48 0 0 

GS1 Databar  許可 4 74 0 0 

GS1 Composite 禁止 1 2,435 0 0 

CodablockA  禁止 1 600 0 0 

CodablockF  禁止 1 2,048 0 0 

PDF417  許可 1 2,750 0 0 

MicroPDF417  許可 1 366 0 0 

Tlc39  禁止 - - 0 0 

ＱＲコード 許可 1 7,089 0 0 

DataMatrix  許可 1 3,116 0 0 

MaxiCode  禁止 1 150 0 0 

Aztec 許可 1 3,832 0 0 

ChineseSensible 

（HanXinCode） 
禁止 1 7,833 0 0 

Codabar （Nw7） 許可 4 60 0 0 

Code39  許可 0 48 0 0 

Interleaved2of5  許可 4 80 0 0 

Nec2of5  許可 4 80 0 0 

Code93  許可 0 80 0 0 

Straight2of5 

（Industrial2of5） 
禁止 4 48 0 0 

Matrix2of5  禁止 4 80 0 0 

Code11  禁止 4 80 0 0 

Code 128 許可 0 80 0 0 

８． バーコード設定 

８-１ バーコード種別の初期値一覧 
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バーコードタイプ 読取 有効文字数 短縮 

最小 最大 リード エンド 

Gs1-128  許可 0 80 0 0 

2DPostal  禁止 - - 0 0 

ChinaPost 

（HongKong2of5） 
禁止 4 80 0 0 

KoreaPost  禁止 4 48 0 0 
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UPC-Aバーコードのスキャン設定 

 

*QVB0* 
禁止 

*QVB1* 
許可 

 

 

           

 

チェックデジットの検査設定 

 

*KV50* 
無効 

*KV51* 
有効 

 

 

 

 

２桁アドオンコードの読取設定 

 

*MV70* 
無効 

*MV71* 
有効 

８-２-１読取 

８-２-２ チェックデジット  

８-２-３ 2 桁アドオンコード 

８-２ UPC-A 
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５桁アドオンコードの読取設定 

 

*NV80* 
無効 

*NV81* 
有効 

 

 

 

 

アドンコードの読取設定 

 

*OV90* 
無効 

*OV91* 
有効 

 

 

 

 

UPC-Aバーコードとアドオンコードの区別りを設定 
 

*PVA0* 
無効 

*PVA1* 
有効 

       

 

８-２-４ 5 桁アドオンコード  

８-２-５ アドオンコード 

８-２-６ アドオン区切り 
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EAN/UPCコードと GS1DataBarコードを同時にスキャンした時 GS1DataBarを優先して出力

する設定 

 

*JVD0* 
無効 

*JVD1* 
有効 

 

 

 

 

UPC-Aと JAN-13（EAN-13） を拡張クーポンコードに変換する設定： 

1. OFF（初期値）：スキャナはクーポンコードと拡張クーポンコードを独立したバーコー

ドとして取り扱います 

2. 許可    ：クーポンコードと拡張クーポンコードをスキャンすると、１つの バ

ーコードとしてデータを送信します。 それ以外ではクーポンコードを送信します 

3. 必要    ：クーポンコードと拡張クーポンコードを一つのバーコードとして必ず

認識します。 両方のコードが読まれない限り、データを送信しません 

 

*IVC0* 
OFF 

*IVC1* 
許可 

*IVC2* 
必要 

 

 

 

 

８-２-７ クーポン Gs1DataBar 送信 

８-２-８ 拡張クーポンコード 
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アドオンコードを読み取りするまでの時間を設定 

 

*KVE+* 
 

 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「Addon デコード時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２０ミリ秒に設定す

る場合 

20ミリ秒÷1ミリ秒 

＝ ２０ 

 

 

 

 

 

UPC-Aの先頭に「０」を付加して JAN-13（EAN-13）に変換 

 

*JV40* 
有効 

*JV41* 
無効 

 

 

 

 

 

  

設定範囲 単位 初期値 

０～５００ミリ秒 １ミリ秒 １２０ミリ秒 

８-２-９ アドオンコード 読取時間 

８-２-１０ UPC-Aを JAN-13 に変換  
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８-２-１１ TruncateLeading  

 

データの先頭より削除する桁数を設定 

 

*I0Y+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭削除文字数」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

データの末尾より削除する桁数を設定 

 

*L10+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾削除文字数」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～１２ ０ 

設定範囲 初期値 

０～１２ ０ 

８-２-１１ 先頭削除文字数 

８-２-１２ 末尾削除文字数 
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データの先頭「０」文字を削除する設定 

 

*N120* 
無効 

*N121* 
有効 

 

 

 

 
 

データ 1の設定コード を挿入する位置を指定 

 

*P14+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

  

設定範囲 初期値 

０～１２ ０ 

８-２-１３ 先頭「０」削除 

８-２-１４ データ１挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

データ１の設定コードを指定 

 

*I16+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*K18+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定範囲 初期値 

０～１２ ０ 

８-２-１５ 挿入データ１コード 

８-２-１６ データ２挿入位置    



 

 

 

設定開始                            191                          設定終了

*/$%ENTR*                             *ZEND* 

        

8. バーコード設定 

 

  
 
挿入データ２の設定コードを指定 

 

*M1A+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-２-１７ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

  

 

  

UC-Eバーコードのスキャン設定 

 

*MVG0* 
禁止 

*MVG1* 
許可 

 

 

 

UPC-E を UPC-A へ変換するために「０」を付加する設定 
 

*OVI0* 
無効 

*OVI1* 
有効 

 

 

 

 

チェックデジットの検査設定 

 

*PVJ0* 
無効 

*PVJ1* 
有効 

 

８-３ UPC-E 

８-３-１読取 

８-３-２ UPC-A 変換 

８-３-３ チェックデジット 



 

 

 

設定開始                            193                          設定終了

*/$%ENTR*                             *ZEND* 

        

8. バーコード設定 

 
 

２桁アドンコードの読取設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５桁アドンコードの読取設定 

 

*JVM0* 
無効 

*JVM1* 
有効 

 

 

 

 

アドオンコードの読取設定 

 

*KVN0* 
無効 

*KVN1* 
有効 

 

 

*IVL0* 
無効 

*IVL1* 
有効 

８-３-５ 5 桁アドオンコード  

８-３-４ 2 桁アドオンコード  

８-３-６ アドオンコード  
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8. バーコード設定 

 

 

UPC-Eバーコードとアドオンコードの区切り設定 
 

*LVO0* 
無効 

*LVO1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

アドオンコードを読み取りする時間設定 

 

*KVE+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「アドンコード読取時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２０ミリ秒に設定する

場合 

20ミリ秒÷1ミリ秒  

＝ ２０ 

 

 

 

 

 

 

設定範囲 単位 初期値 

０～５００ミリ秒 １ミリ秒 １２０ミリ秒 

８-３-７ アドオンコード 区切り 

８-３-８ アドオンコード読取時間 
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8. バーコード設定 

 

 

バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*CUQ+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*EUS+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

設定範囲 初期値 

０～８ ０ 

設定範囲 初期値 

０～８ ０ 

８-３-９ 先頭文字削除 

８-３-１０ 末尾文字削除  
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8. バーコード設定 

 

 

データの先頭「０」文字を削除する設定 

 

*GUU0* 
無効 

*GUU1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*9UW+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

 

設定範囲 初期値 

０～８ ０ 

８-３-１１ 先頭「０」削除  

８-３-１２ データ１挿入位置 
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8. バーコード設定 

 
 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*BUY+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 
データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*EV0+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定範囲 初期値 

０～８ ０ 

８-３-１３ 挿入データ１コード  

８-３-１４ データ２挿入位置  
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8. バーコード設定 

 

 
挿入データ２の設定コードを指定 

 

*GV2+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

  

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-３-１５ 挿入データ２コード  
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

バーコードがスキャンされることができるかどうか 

 

*MVP0* 
禁止 

*MVP1* 
許可 

 

 

  

チェックデジットの検査設定 

 

*NVQ0* 
無効 

*NVQ1* 
有効 

 

 

 

 

２桁アドオンコードの読取設定 

 

*OVR0* 
無効 

*OVR1* 
有効 

８-４-１読取 

８-４-２ チェックデジット 

８-４-３ 2 桁アドンコード  

８-５ JAN-13(EAN-13) 
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8. バーコード設定 

 

 

５つの桁付加的コードの読取設定 

 

*PVS0* 
無効 

*PVS1* 
有効 

 

 

 

 

アドオンコードの読取設定 

 

*QVT0* 
無効 

*QVT1* 
有効 

 

 

 

 

 

JAN-13 とアドオンコードの区切りを設定 
 

*IVU0* 
無効 

*IVU1* 
有効 

 

８-４-５ アドオンコード 

８-４-６ アドオンコード区切り 

８-４-４ 5 桁アドオンコード  
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8. バーコード設定 

 

 

JAN-13 バーコードを ISBN（書籍）コードに変換設定 

 

*JVV0* 
無効 

*JVV1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

アドオンコードを読み取りする時間設定 

 

*KVE+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「アドオンコード読取時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２０ミリ秒に設定する

場合 

20ミリ秒÷１ミリ秒 

＝ ２０ 

 

 

 

 

設定範囲 単位 初期値 

０～５００ミリ秒 １ミリ秒 １２０ミリ秒 

８-４-７ ISBN 変換 

８-４-８ アドンコード読取時間 
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8. バーコード設定 

 

 

JAN-13 バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*O1C+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

JAN-13 バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*Q1E+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～１３ ０ 

設定範囲 初期値 

０～１３ ０ 

８-４-１０ 末尾文字削除 

８-４-９ 先頭文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

データの先頭「０」文字を削除する設定 

 

*J1G0* 
無効 

*J1G1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

データ１挿入する位置を指定 

 

*L1I+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

 

設定範囲 初期値 

０～１３ ０ 

８-４-１１ 先頭「０」削除 

８-４-１２ データ１挿入位置 
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8. バーコード設定 

 
 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*N1K+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 
 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*P1M+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定範囲 初期値 

０～１３ ０ 

８-４-１３ 挿入データ１コード 

８-４-１４ データ２挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

  
挿入データ２の設定コードを指定 

 

*I1O+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-４-１５ 挿入データ２コード 



 

 

 

設定開始                            206                          設定終了

*/$%ENTR*                             *ZEND* 

        

8. バーコード設定 

 

 

 

 

JAN-8バーコードの読み取り設定 

 

*KVW0* 
禁止 

*KVW1* 
許可 

 

 

 

 

チェックデジットの検査設定 

 

*LVX0* 
無効 

*LVX1* 
有効 

 

 

 

 

２桁アドンコードの読取設定 

 

 

 

  

*MVY0* 
無効 

*MVY1* 
有効 

８-５ JAN-8(EAN-8) 

８-５-１読取 

８-５-２ チェックデジット 

８-５-３ 2 桁アドンコード 
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8. バーコード設定 

 

 

５桁アドンコードの読取設定 

 

*NVZ0* 
無効 

*NVZ1* 
有効 

 

 

 

 

アドオンコードの読取設定 

 

*PW00* 
無効 

*PW01* 
有効 

 

 

 

 

 

JAN-8バーコードとアドオンコードの区切りを設定 

 

*QW10* 
無効 

*QW11* 
有効 

 

８-５-４ 5 桁アドオンコード  

８-５-５ アドオンコード 

８-５-６ アドオンコード区切り 
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8. バーコード設定 

 

 

アドオンコードを読み取りする時間設定 

 

*KVE+* 
 

 

 

設定手順： 例： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「アドオンコード読取時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

２０ミリ秒に設定する

場合 

20ミリ秒÷１ミリ秒 

＝ ２０ 

 

 

 

 

 

JAN-8バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*GUC+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 単位 初期値 

０～５００ミリ秒 １ミリ秒 １２０ミリ秒 

設定範囲 初期値 

０～８ ０ 

８-５-７ アドオンコード読取時間 

８-５-８ 先頭文字削除  
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8. バーコード設定 

 

 

JAN-8バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*9UE+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

JAN-8バーコードの先頭「０」を削除してデータ送信します。 

 

*BUG0* 
無効 

*BUG1* 
有効 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～８ ０ 

８-５-９ 末尾文字削除 

８-５-１０ 先頭「０」削除  
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8. バーコード設定 

 

 
データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*DUI+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*FUK+* 
 

 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～８ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-５-１１ データ１挿入位置  

８-５-１２ 挿入データ１コード  
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8. バーコード設定 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*HUM+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 
 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*AUO+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

設定範囲 初期値 

０～８ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-５-１４ 挿入データ２コード 

８-５-１３ データ２挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

Msi バーコードの読取設定 

 

*IW20* 
禁止 

*IW21* 
許可 

 

 

 

 

チェックサム検証方式を指定 

 

*JW30* 
Type10 

*JW31* 
Type10 送信 

*JW32* 
2Type10 

*JW33* 
2Type10 送信 

*JW34* 
Type11 

*JW35* 
Type11 送信 

*JW36* 
無効 

 

 

 

  

８-６-１読取 

８-６ Msi  

８-６-２ チェックサム検証 
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8. バーコード設定 

 

 

最小コード長の設定 

 

*KW4+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

最大コード長の設定 

 

*LW5+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

４～４８ ４ 

設定範囲 初期値 

４～４８ ４８ 

８-６-４ 最大コード長 

８-６-３ 最小コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

Msi バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*M2I+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

Msi バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*O2K+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～４８ ０ 

設定範囲 初期値 

０～４８ ０ 

８-６-５ 先頭文字削除  

８-６-６ 末尾文字削除  
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8. バーコード設定 

 

 

Msi バーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*Q2M0* 
無効 

*Q2M1* 
有効 

 

 

       

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*J2O+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

  

設定範囲 初期値 

０～４８ ０ 

８-６-７ 先頭「０」削除 

８-６-８ データ１挿入位置  
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*L2Q+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*N2S+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０～４８ ０ 

８-６-９ 挿入データ１コード 

８-６-１０ データ２挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*P2U+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-６-１１ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

Omnidirectional バーコードの読取設定 

 

*MW60* 
禁止 

*MW61* 
許可 

 

 

 

Limited バーコードの読取設定 

 

*NW70* 
禁止 

*NW71* 
許可 

 

 

 

 

Expandedバーコードの読取設定 

 

*OW80* 
禁止 

*OW81* 
許可 

８-７ Gs1Databar  

８-７-１ Omnidirectional 読取  

８-７-２ Limited読取  

８-７-３ Expanded 読取 
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8. バーコード設定 

 

 

GS1 Databarバーコードの最小コード長を指定します 

 

*PW9+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

GS1 Databarバーコードの最大コード長を指定します 

 

*QWA+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

設定範囲 初期値 

４～７４ ４ 

設定範囲 初期値 

４～７４ ７４ 

８-７-４ 最小コード長 

８-７-５ 最大コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

GS1 Databarバーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

 

*O76+* 
Gs1DataBar 

*P7Y+* 
Gs1DataBar Limited 

*M8C+* 
Gs1DataBar Expanded 

 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

  

タイプ 設定範囲 初期値 

Gs1DataBar  ０～２４３５ ０ 

Gs1DataBar Limited ０～７４ ０ 

Gs1DataBar Expanded ０～７４ ０ 

８-７-６ 先頭文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

GS1 Databar バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*Q78+* 
Gs1DataBar  

*J80+* 
Gs1DataBar Limited 

*O8E+* 
Gs1DataBar Expanded 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

 

GS1 Databarバーコードの先頭「０」を削除してデータ送信します。 

 

Gs1DataBar ： 

*J7A0* 
無効 

*J7A1* 
有効 

 

タイプ 設定範囲 初期値 

Gs1DataBar  ０～２４３５ ０ 

Gs1DataBar Limited ０～７４ ０ 

Gs1DataBar Expanded ０～７４ ０ 

８-７-７ 末尾文字削除 

８-７-８ 先頭「０」削除 
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8. バーコード設定 

Gs1DataBar Limited： 

*L820* 
無効 

*L821* 
有効 

 

Gs1DataBar Expanded： 

*Q8G0* 
無効 

*Q8G1* 
有効 

 

 

 

 

データ１を挿入する位置を指定します 

 

*L7C+* 
Gs1DataBar 

*N84+* 
Gs1DataBar Limited 

*J8I+* 
Gs1DataBar Expanded 

 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

タイプ 設定範囲 初期値 

Gs1DataBar  ０～２４３５ ０ 

Gs1DataBar Limited ０～７４ ０ 

Gs1DataBar Expanded ０～７４ ０ 

８-７-９ データ１挿入位置  
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*N7E+* 
Gs1DataBar 

*P86+* 
Gs1DataBar Limited 

*L8K+* 
Gs1DataBar Expanded 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

  

タイプ 設定文字数 初期値 

Gs1DataBar  ２ 空 

Gs1DataBar Limited ２ 空 

Gs1DataBar Expanded ２ 空 

８-７-１０ 挿入データ１コード 
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8. バーコード設定 

 

 

データ２を挿入する位置を指定します 

 

*P7G+* 
Gs1DataBar 

*I88+* 
Gs1DataBar Limited 

*N8M+* 
Gs1DataBarExpanded 

 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

  

タイプ 設定範囲 初期値 

Gs1DataBar  ０～２４３５ ０ 

Gs1DataBar Limited ０～７４ ０ 

Gs1DataBar Expanded ０～７４ ０ 

８-７-１１ データ２挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*I7I+* 
Gs1DataBar  

*K8A+* 
Gs1DataBar Limited 

*P8O+* 
Gs1DataBar Expanded 

 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

タイプ 設定文字数 初期値 

Gs1DataBar  ２ 空 

Gs1DataBar Limited ２ 空 

Gs1DataBar Expanded ２ 空 

８-７-１２ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

GS1Databar合成シンボルの読取設定 

 

*IX10* 
禁止 

*IX11* 
許可 

 

 

 

 

JAN/UPC バーコードに付いた合成シンボルをスキャンして GS1Databar 合成シンボルとし

てデータ出力する設定 

 

*JX20* 
無効 

*JX21* 
有効 

 

 

  

８-８ GS1Databar合成シンボル 

８-８-２ JAN/UPCバージョン  

８-８-１ 読取 
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8. バーコード設定 

８-８-３ Gs1Emulation  

GS1Databarフォーマットへ変換してデータ出力する設定 

GS1-128：全小売コード（JAN/EAN/UPC）を GS1-128（１６桁）へ変換 AIM ID「]C1」を

付加する 

GS1Databar：全小売コード（JAN/EAN/UPC）を GS1Databar（１６桁）へ変換 AIM ID「]e1」

を付加する 

Code Expansion Off：全小売コード（JAN/EAN/UPC）を GS1Databar（１６桁）へ変換 AIM 

IDを付加しない 

JAN-8 to JAN-13:JAN-8コードをスキャンして JAN-13フォーマットに変換 

 

*QX00* 
GS1-128 

*QX01* 
GS1DataBar 

*QX02* 
Code Expansion Off 

*QX03* 
JAN-8 to JAN-13 

*QX04* 
無効 

 

 

  

８-８-３ GS1 エミュレーション 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

Codablockバーコードの読取設定 

 

*IWB0* 
禁止 

*IWB1* 
許可 

 

 

 

 

 

CodablockFバーコードの読取設定 

 

*NWG0* 
禁止 

*NWG1* 
許可 

 

  

８-９ Codablock  
８-９-１ CodablockA 読取  

８-９-２ CodablockF 読取 
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8. バーコード設定 

 

 

最小コード長の設定 

 

*JWC+* 
Codablock A  

*OWH+* 
Codablock F  

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

最大コード長の設定 

*LWE+* 
Codablock A 

*QWJ+* 
Codablock F 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

タイプ 設定範囲 初期値 

Codablock A  １～６００ １ 

Codablock F  １～２０４８ １ 

タイプ 設定範囲 初期値 

Codablock A  １～６００ ６００ 

Codablock F  １～２０４８ ２０４８ 

８-９-４ 最大コード長 

８-９-３ 最小コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

Codablock A/Fバーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

*EZE+* 
Codablock A 

*I4U+* 
Codablock F 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

Codablock A/Fバーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

*GZG+* 
Codablock A 

*K4W+* 
Codablock F 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

タイプ 設定範囲 初期値 

Codablock A  ０～６００ ０ 

Codablock F  ０～２０４８ ０ 

タイプ 設定範囲 初期値 

Codablock A  ０～６００ ０ 

Codablock F  ０～２０４８ ０ 

８-９-５ 先頭文字削除 

８-９-６ 末尾文字削除 



 

 

 

設定開始                            231                          設定終了

*/$%ENTR*                             *ZEND* 

        

8. バーコード設定 

 

 

Codablock A/Fバーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

Codablock A  Codablock F  

*9ZI0* 
無効 

*M4Y0* 
無効 

*9ZI1* 
有効 

*M4Y1* 
有効 

 

 

 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*BZK+* 
Codablock A 

*P50+* 
Codablock F 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

  

タイプ 設定範囲 初期値 

Codablock A  ０～６００ ０ 

Codablock F  ０～２０４８ ０ 

８-９-７ 先頭「０」削除 

８-９-８ データ１挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

*DZM+* 
Codablock A 

*I52+* 
Codablock F 

 

 

 

 

 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

*FZO+* 
Codablock A 

*K54+* 
Codablock F 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

  

タイプ 設定文字数 初期値 

Codablock A  ２ 空 

Codablock F  ２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

タイプ 設定範囲 初期値 

Codablock A  ０～６００ ０ 

Codablock F  ０～２０４８ ０ 

８-９-９ 挿入データ１コード 

８-９-１０ データ２挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

*HZQ+* 
Codablock A 

*M56+* 
Codablock F 

 

 

 

 

 

 

タイプ 設定文字数 初期値 

Codablock A  ２ 空 

Codablock F  ２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-９-１１ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

PDF417 コードの読取設定 

 

*JWL0* 
禁止 

*JWL1* 
許可 

 

 

 

 

MacroPDF417コードの読取設定 

 

*KWM0* 
禁止 

*KWM1* 
許可 

 

 

 

 

低品質の印刷状態の PDFコードの読取設定 

 

*QWS0* 
無効 

*QWS1* 
有効 

８-１０ PDF417  
８－１０－１ PDF417 読取 

８－１０－２ MacroPDF417 読取 

８－１０－３ 低品質 PDF コード読取 
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8. バーコード設定 

 

 

MicroPDF417コードの読取設定 

 

*JWU0* 
禁止 

*JWU1* 
許可 

 

 

 

 

 

最小コード長の設定 

 

*LWN+* 
PDF417 

*KWV+* 
MicroPDF417 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

タイプ 設定範囲 初期値 

PDF417  １～２７５０ １ 

MicroPDF417  １～３６６ １ 

８－１０－４ MicroPDF417 読取 

８-１０-５ 最小コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

最大コード長の設定 

*NWP+* 
PDF417 

*MWX+* 
MicroPDF417 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

PDF417 コードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

*O58+* 
PDF417 

*CYM+* 
MicroPDF417 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

タイプ 設定範囲 初期値 

PDF417  １～２７５０ ２７５０ 

MicroPDF417  １～３６６ ３６６ 

タイプ 設定範囲 初期値 

PDF417  ０～２７５０ ０ 

MicroPDF417  ０～３６６ ０ 

８-１０-６ 最大コード長 

８-１０-７ 先頭文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

PDF417 コードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

*Q5A+* 
PDF417 

*EYO+* 
MicroPDF417 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

PDF417 コードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

PDF417  MicroPDF417  

*J5C0* 
無効 

*GYQ0* 
無効 

*J5C1* 
有効 

*GYQ1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

タイプ 設定範囲 初期値 

PDF417  ０～２７５０ ０ 

MicroPDF417  ０～３６６ ０ 

８-１０-８ 末尾文字削除 

８-１０-９ 先頭「０」削除  
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8. バーコード設定 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*L5E+* 
PDF417 

*9YS+* 
MicroPDF417 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 
 

挿入データ１の設定コードを指定 

*N5G+* 
PDF417 

*BUY+* 
MicroPDF417 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

タイプ 設定範囲 初期値 

PDF417  ０～２７５０ ０ 

MicroPDF417  ０～３６６ ０ 

タイプ 設定文字数 初期値 

PDF417  ２ 空 

MicroPDF417  ２ 空 

８-１０-１０ データ１挿入位置   

８-１０-１１ 挿入データ１コード 
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8. バーコード設定 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

*P5I+* 
PDF417 

*DYW+* 
MicroPDF417 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

*I5K+* 
PDF417 

*FYY+* 
MicroPDF417 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

タイプ 設定範囲 初期値 

PDF417  ０～２７５０ ０ 

MicroPDF417  ０～３６６ ０ 

タイプ 設定文字数 初期値 

PDF417  ２ 空 

MicroPDF417  ２ 空 

８-１０-１２ データ２挿入位置 

８-１０-１３ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

TLC39バーコードの読取設定 

 

*PX80* 
禁止 

*PX81* 
許可 

 

 

 

 

 

TLC39バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*9Z0+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

  

設定範囲 初期値 

０～４８ ０ 

８-１１ TLC39  

８-１１-１ 読取 

８-１１-２ 先頭文字削除  
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8. バーコード設定 

 

 

TLC39バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*BZ2+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

 

TLC39バーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*DZ40* 
無効 

*DZ41* 
有効 

       

 

  

設定範囲 初期値 

０～４８ ０ 

８-１１-３ 末尾文字削除 

８-１１-４ 先頭「０」削除 
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8. バーコード設定 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*FZ6+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*HZ8+* 
 

 

 

 

設定範囲 初期値 

０～４８ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-１１-５ データ１挿入位置 

８-１１-６ 挿入データ１コード 
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8. バーコード設定 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*AZA+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

 

差し込まれるために data2 を組み立てるために 

 

*CZC+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０～４８ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-１１-７ データ２挿入位置 

８-１１-８ 挿入データ２コード  
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

QRコードの読取設定（Micro QRコードを含む） 

 

*QX90* 
禁止 

*QX91* 
許可 

 

 

 

 

連結 QRコードの読取設定 

 

*NXF0* 
禁止 

*NXF2* 
許可 

 

 

  

８-１２ QRコード 

８-１２-１ 読取 

８-１２-２ 連結 QR コード 
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8. バーコード設定 

 

 

最小コード長の設定 

 

*IXA+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

最大コード長の設定 

 

*KXC+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

       

設定範囲 初期値 

１～７０８９ １ 

設定範囲 初期値 

１～７０８９ ７０８９ 

８-１２-３ 最小コード長 

８-１２-４ 最大コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

QRコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*K5M+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

QRコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*M5O+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～７０８９ ０ 

設定範囲 初期値 

０～７０８９ ０ 

８-１２-５ 先頭文字削除  

８-１２-６ 末尾文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

QRコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*O5Q0* 
無効 

*O5Q1* 
有効 

 

 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*Q5S+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～７０８９ ０ 

８-１２-７ 先頭「０」削除 

８-１２-８ データ１挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*J5U+* 
 

 

 

 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*L5W+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

  

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０～７０８９ ０ 

８-１２-９ 挿入データ１コード 

８-１２-１０ データ２挿入位置 
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8. バーコード設定 

  
 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*N5Y+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-１２-１１ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

DataMatrixコードの読取設定 

 

*OXG0* 
禁止 

*OXG1* 
許可 

 

 

 

 

最小コード長の設定 

 

*PXH+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

  

設定範囲 初期値 

１～３１１６ １ 

８-１３ DataMatrix  

８-１３-１ 読取 

８-１３-２ 最小コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

最大コード長の設定 

 

*IXJ+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

DataMatrixコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*M6E+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

       

設定範囲 初期値 

１～３１１６ ３１１６ 

設定範囲 初期値 

０～３１１６ ０ 

８-１３-３ 最大コード長 

８-１３-４ 先頭文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

DataMatrixコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*O6G+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

DataMatrixコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*Q6I0* 
無効 

*Q6I1* 
有効 

 

  

設定範囲 初期値 

０～３１１６ ０ 

８-１３-５ 末尾文字削除 

８-１３-６ 先頭「０」削除 
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8. バーコード設定 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*J6K+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*L6M+* 
 

 

 

 

設定範囲 初期値 

０～３１１６ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-１３-７ データ１挿入位置   

８-１３-８ 挿入データ１コード 
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8. バーコード設定 

 

 

DataMatrixデータ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*N6O+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

 

差し込まれるために data2 を組み立てるために 

 

*P6Q+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０～３１１６ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-１３-９ データ２挿入位置 

８-１３-１０ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

Maxiコードの読取設定 

 

*LXM0* 
無効 

*LXM1* 
有効 

 

 

 

 

最小コード長の設定 

 

*MXN+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

１～１５０ １ 

８-１４ MaxiCode  

８-１４-１ 読取 

８-１４-２ 最小コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

最大コード長の設定 

 

*NXO+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

Maxiコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*I6S+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

１～１５０ １５０ 

設定範囲 初期値 

０～１５０ ０ 

８-１４-３ 最大コード長 

８-１４-４ 先頭文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

Maxiコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*K6U+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

  

 

Maxi コードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*M6W0* 
無効 

*M6W1* 
有効 

  

設定範囲 初期値 

０～１５０ ０ 

８-１４-５ 末尾文字削除 

８-１４-６ 先頭「０」削除 
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8. バーコード設定 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*O6Y+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*I70+* 
 

 

  

設定範囲 初期値 

０～１５０ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-１４-７ データ１挿入位置 

８-１４-８ 挿入データ１コード 
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8. バーコード設定 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*K72+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

 

差し込まれるために data2 を組み立てるために 

 

*M74+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０～１５０ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-１４-９ データ２挿入位置 

８-１４-１０ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

AZTECコードの読取設定 

 

*OXP0* 
禁止 

*OXP1* 
許可 

 

 

 

 

連結 QRコードの読取設定 

 

 

*LXV0* 
禁止 

*LXV2* 
許可 

 

 

  

８-１５ AZTEC 

８-１５-１ 読取 

８-１５-２ 連結 AZTEC 
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8. バーコード設定 

 

 

最小コード長の設定 

 

*PXQ+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

最大コード長の設定 

 

*IXS+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

設定範囲 初期値 

１～３８３２ １ 

設定範囲 初期値 

１～３８３２ ３８３２ 

８-１５-３ 最小コード長 

８-１５-４ 最大コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

AZTECコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*K7K+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

AZTECコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*M7M+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～３８３２ ０ 

設定範囲 初期値 

０～３８３２ ０ 

８-１５-５ 先頭文字削除 

８-１５-６ 末尾文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

AZTECコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*O7O0* 
無効 

*O7O1* 
有効 

 

 

 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*Q7Q+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～３８３２ ０ 

８-１５-７ 先頭「０」削除  

８-１５-８ データ１挿入位置   
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*J7S+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*L7U+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０～３８３２ ０ 

８-１５-９ 挿入データ１コード  

８-１５-１０ データ２挿入位置 



 

 

 

設定開始                            265                          設定終了

*/$%ENTR*                             *ZEND* 

        

8. バーコード設定 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*N7W+* 
 

 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-１５-１１ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

ChineseSensible(HanXin)コードの読取設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最小コード長の設定 

 

*OXY+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

  

*NXX0* 
禁止 

*NXX1* 
許可 

設定範囲 初期値 

１～７８３３ １ 

８-１６-１ 読取 

８-１６-２ 最小コード長 

８-１６ ChineseSensible(HanXin) 



 

 

 

設定開始                            267                          設定終了

*/$%ENTR*                             *ZEND* 

        

8. バーコード設定 

 

 

最大コード長の設定 

 

*IY0+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

 

ChineseSensible(HanXin)コードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*9V4+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

１～７８３３ ７８３３ 

設定範囲 初期値 

０ ~７８３３ ０ 

８-１６-３ 最大コード長 

８-１６-４ 先頭文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

ChineseSensible(HanXin) コードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*BV6+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

ChineseSensible(HanXin)コードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*DV80* 
無効 

*DV81* 
有効 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～７８３３ ０ 

８-１６-５ 末尾文字削除 

８-１６-６ 先頭「０」削除 
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8. バーコード設定 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*FVA+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*HVC+* 
 

 

 

 

設定範囲 初期値 

０～７８３３ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-１６-７ データ１挿入位置 

８-１６-８ 挿入データ１コード 
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8. バーコード設定 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*AVE+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*CVG+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０ ~７８３３ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-１６-９ データ２挿入位置 

８-１６-１０ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

Codabar バーコードの読取設定 

 

*KY20* 
禁止 

*KY21* 
許可 

 

 

 

 

 

Codabar バーコードのスタート／ストップ文字出力設定 

 

*LY30* 
無効 

*LY31* 
有効 

 

 

 

  

８-１７ Codabar （NW7） 

８-１７-１ 読取 

８-１７-２ スタート/ストップ出力 
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8. バーコード設定 

 

 

チェックサム検証方式を指定 

 

*MY40* 
無効 

*MY41* 
Modulo 16（未出力） 

*MY42* 
Modulo 16（出力） 

 

 

 

 

 

Codabar のスタート「D」文字を検出するとストップ「D」文字の Codabarを検索して連結

します。 

 

*NY50* 
禁止 

*NY51* 
許可 

*NY52* 
必要 

 

 

 

 

 

 

８-１７-４ 連結 

８-１７-３ チェックサム検証 
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8. バーコード設定 

 

 

最小コード長の設定 

 

*OY6+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

最大コード長の設定 

 

*PY7+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

２～６０ ４ 

設定範囲 初期値 

２～６０ ６０ 

８-１７-５ 最小コード長 

８-１７-６ 最大コード長 



 

 

 

設定開始                            274                          設定終了

*/$%ENTR*                             *ZEND* 

        

8. バーコード設定 

 

 

正読判定するまで連続して同じデータをデコードする回数を設定 

 

*QY8+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「連続確認」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

連結バーコードを検索する時間設定 
 

*IY9+* 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「連結確認時間」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～１０ ０ 

設定範囲 単位 初期値 

１０～４０００ミリ秒 １ミリ秒 ８００ミリ秒 

８-１７-７ 連続確認 

８-１７-８ 連結確認時間  
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8. バーコード設定 

 

 

 

Codabar バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します 

 

*Q06+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

Codabar バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*J08+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０～６０ ０ 

設定範囲 初期値 

０～６０ ０ 

８-１７-９ 先頭文字削除 

８-１７-１０ 末尾文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

Codabar バーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*L0A0* 
無効 

*L0A1* 
有効 

 

 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*N0C+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～６０ ０ 

８-１７-１１ 先頭「０」削除 

８-１７-１２ データ１挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*P0E+* 
 

 

 

 

 

 

 

 
データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*I0G+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０～６０ ０ 

８-１７-１３ 挿入データ１コード 

８-１７-１４ データ２挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*K0I+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-１７-１５ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

Code39 バーコードの読取設定 

 

*DC00* 
禁止 

*DC01* 
許可 

 

 

 

 

チェックサム検証方式を指定 

 

*FC20* 
無効 

*FC21* 
検証（未出力） 

*FC22* 
検証（出力） 

 

 

  

８-１８ Code39  

８-１８-１ 読取 

８-１８-２ チェックサム検証 
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8. バーコード設定 

 

 

Code39 バーコードのスタート／ストップ「＊」出力設定 

 

*EC10* 
無効 

*EC11* 
有効 

 

 

 

 

 

Code39 タイプ別の読取設定 

 

*GC30* 
標準 

*GC31* 
Full ASCII 

 

 

 

 

  

８-１８-４ タイプ 

８-１８-３ スタート/ストップ出力 
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8. バーコード設定 

 

 

最小コード長の設定 

 

*HC4+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

最大コード長の設定 

 

*9C5+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～４８ ０ 

設定範囲 初期値 

０～４８ ４８ 

８-１８-５ 最小コード長 

８-１８-６ 最大コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

正読判定するまで連続して同じデータをデコードする回数を設定 

 

*BC7+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「連続読取確認」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

スキャン結果を Code32フォームへ変換指定 

 

*KYK0* 
無効 

*KYK1* 
有効 

 

  

設定範囲 初期値 

０～１０ ０ 

８-１８-７ 連続読取確認  

８-１８-８ Code32 フォーム  
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8. バーコード設定 

 

 

Code39 バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*M0K+* 
Code39 

*GSE+* 
Code32 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 
Code39 バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

タイプ 設定範囲 初期値 

Code39  ０～４８ ０ 

Code32  ０～４８ ０ 

*O0M+* 
Code39 

*9SG+* 
Code32 

タイプ 設定範囲 初期値 

Code39  ０～４８ ０ 

Code32  ０～４８ ０ 

８-１８-９ 先頭文字削除 

８-１８-１０ 末尾文字削除   
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8. バーコード設定 

 

 

Code39 バーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

Code39  Code32  

*Q0O0* 
無効 

*BSI0* 
無効 

*Q0O1* 
有効 

*BSI1* 
有効 

 

 

 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*J0Q+* 
Code39 

*DSK+* 
Code32 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

  

タイプ 設定範囲 初期値 

Code39  ０～４８ ０ 

Code32  ０～４８ ０ 

８-１８-１１ 先頭「０」削除 

８-１８-１２ データ１挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*L0S+* 
Code39 

*FSM+* 
Code32 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

タイプ 設定文字数 初期値 

Code39  ２ 空 

Code32  ２ 空 

*N0U+* 
Code39 

*HSO+* 
Code32 

タイプ 設定範囲 初期値 

Code39  ０ ~４８ ０ 

Code32  ０ ~４８ ０ 

８-１８-１３ 挿入データ１コード 

８-１８-１４ データ２挿入位置  
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*P0W+* 
Code39 

*ASQ+* 
Code32 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

タイプ 設定文字数 初期値 

Code39  ２ 空 

Code32  ２ 空 

８-１８-１５ 挿入データ２コード  
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

Interleaved 2of5バーコードの読取設定 

 

*OYO0* 
禁止 

*OYO1* 
許可 

 

 

 

 

 

チェックサム検証方式を指定 

 

*PYP0* 
無効 

*PYP1* 
検証（未出力） 

*PYP2* 
検証（出力） 

 

  

８-１９ Interleaved2of5 (ITF) 

８-１９-１ 読取 

８-１９-２ チェックサム検証 
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8. バーコード設定 

 

 

最小コード長の設定 

 

*QYQ+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

最大コード長の設定 

 

*IYR+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

２ ~８０ ４ 

設定範囲 初期値 

２～８０ ８０ 

８-１９-３ 最小コード長 

８-１９-４ 最大コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

Interleaved 2of5バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*K1Q+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

 

Interleaved 2of5バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*M1S+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-１９-５ 先頭文字削除 

８-１９-６ 末尾文字削除  
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8. バーコード設定 

 

 

 

Interleaved 2of5バーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*O1U0* 
無効 

*O1U1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*Q1W+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-１９-７ 先頭「０」削除 

８-１９-８ データ１挿入位置 



 

 

 

設定開始                            291                          設定終了

*/$%ENTR*                             *ZEND* 

        

8. バーコード設定 

 

 

 
挿入データ１の設定コードを指定 

 

*J1Y+* 
 

 

 

 

 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*M20+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-１９-９ 挿入データ１コード 

８-１９-１０ データ２挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*O22+* 
 

 

 

 

 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-１９-１１ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

NEC 2of5バーコードの読取設定 

 

*KYT0* 
禁止 

*KYT1* 
許可 

 

 

 

 

 

検査数字と検査数字を送るべきかどうかの規制を準備するために 

 

*LYU0* 
無効 

*LYU1* 
検証（未出力） 

*LYU2* 
検証（出力） 

 

 

８-２０ NEC 2of5  

８-２０-１ 読取 

８-２０-２ チェックサム検証 
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8. バーコード設定 

 

 

最小コード長の設定 

 

*MYV+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

最大コード長の設定 

 

*NYW+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

２～８０ ４ 

設定範囲 初期値 

２～８０ ８０ 

８-２０-３ 最小コード長 

８-２０-４ 最大コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

NEC 2of5バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*AZS+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

NEC 2of5バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*CZU+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２０-５ 先頭文字削除 

８-２０-６ 末尾文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

NEC 2of5バーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*EZW0* 
無効 

*EZW1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*GZY+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２０-７ 先頭「０」削除 

８-２０-８ データ１挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*K00+* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*M02+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２０-１０ データ２挿入位置 

８-２０-９ 挿入データ１コード 
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*O04+* 
 

 

 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-２０-１１ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

Code93 バーコードの読取設定 

 

*OYX0* 
禁止 

*OYX1* 
許可 

 

 

 

 

 

付加情報の読取設定 

 

*KZ10* 
無効 

*KZ11* 
有効 

 

 

  

８-２１ Code93  

８-２１-１ 読取 

８-２１-２ 付加 
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8. バーコード設定 

 

 

最小コード長の設定 

 

*PYY+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

最大コード長の設定 

 

*QYZ+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

設定範囲 初期値 

０～８０ ８０ 

８-２１-３ 最小コード長 

８-２１-４ 最大コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

Code93 バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*O3A+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

Code93 バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

 

*Q3C+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２１-５ 先頭文字削除 

８-２１-６ 末尾文字削除   
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8. バーコード設定 

 

 

Code93 バーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*J3E0* 
無効 

*J3E1* 
有効 

 

 

 

 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*L3G+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２１-７ 先頭「０」削除 

８-２１-８ データ１挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*N3I+* 
 

 

 

 

 

 

 
 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*P3K+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２１-９ 挿入データ１コード 

８-２１-１０ データ２挿入位置  
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*I3M+* 
 

 

 

 

 

 

  

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-２１-１１ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

Straigt 2of5バーコードの読取設定 

 

Straight2of5  Straight2of5 IATA  

*LZ20* 
禁止 

*OZ50* 
禁止 

*LZ21* 
許可 

*OZ51* 
許可 

 

 

 

 

 

最小コード長の設定 

 

*MZ3+* 

Straight2of5 
*PZ6+* 

Straight2of5 IATA 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

タイプ 設定範囲 初期値 

Straight2of5  １～４８ ４ 

Straight2of5 IATA  １～４８ ４ 

８-２２ Straight2of5(Industrial2of5） 

８-２２-１ 読取 

８-２２-２ 最小コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

最大コード長の設定 

 

*NZ4+* 
Straight2of5 

*QZ7+* 
Straight2of5 IATA 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

正読判定するまで連続して同じデータをデコードする回数を設定 

 

*IZ8+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「Straight2of5 IATA 連続読取確認」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

タイプ 設定範囲 初期値 

Straight2of5  １～４８ ４８ 

Straight2of5 IATA  １～４８ ４８ 

設定範囲 初期値 

０ ~１０ ０ 

８-２２-３ 最大コード長 

８-２２-４ Straight2of5 IATA 連続読取確認 
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8. バーコード設定 

 

 

Straigt 2of5バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*Q24+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

Straigt 2of5バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*J26+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

設定範囲 初期値 

０～４８ ０ 

設定範囲 初期値 

０～４８ ０ 

８-２２-５ 先頭文字削除 

８-２２-６ 末尾文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

Straigt 2of5バーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*L280* 
無効 

*L281* 
有効 

 

 

 

 

 
データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*N2A+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～４８ ０ 

８-２２-７ 先頭「０」削除 

８-２２-８ データ１挿入位置 
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8. バーコード設定 

 
 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*P2C+* 
 

 

 

 

 

 

 
 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*I2E+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０ ~４８ ０ 

８-２２-９ 挿入データ１コード 

８-２２-１０ データ２挿入位置 
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8. バーコード設定 

 
 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*K2G+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-２２-１１ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

Matrix2of5バーコードの読取設定 

 

*JZ90* 
禁止 

*JZ91* 
許可 

 

 

 

 

 

最小コード長の設定 

 

*KZA+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

  

設定範囲 初期値 

１～８０ ４ 

８-２３ Matrix2of5  

８-２３-１ 読取 

８-２３-２ 最小コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

最大コード長の設定 

 

*LZB+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

Matrix2of5バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*M4G+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

１～８０ ８０ 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２３-３ 最大コード長 

８-２３-４ 先頭文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

Matrix2of5バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*O4I+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

Matrix2of5バーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*Q4K0* 
無効 

*Q4K1* 
有効 

 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２３-５ 末尾文字削除 

８-２３-６ 先頭「０」削除 
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8. バーコード設定 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*J4M+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*L4O+* 
 

 

 

 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-２３-７ データ１挿入位置 

８-２３-８ 挿入データ１コード 
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8. バーコード設定 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*N4Q+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*P4S+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-２３-９ データ２挿入位置 

８-２３-１０ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

Code11 バーコードの読取設定 

 

*MZC0* 
禁止 

*MZC1* 
許可 

 

 

 

 

チェックサム検証方式を指定 

 

*PZF0* 
１文字検証 

*PZF1* 
２文字検証 

 

８-２４ Code11  

８-２４-１ 読取 

８-２４-２ チェックサム検証 
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8. バーコード設定 

 

 

最小コード長の設定 

 

*NZD+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

最大コード長の設定 

 

*OZE+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

１～８０ ４ 

設定範囲 初期値 

１～８０ ８０ 

８-２４-３ 最小コード長 

８-２４-４ 最大コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

Code11 バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*I2W+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

Code11 バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*K2Y+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２４-５ 先頭文字削除 

８-２４-６ 末尾文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

Code11 バーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*N300* 
無効 

*N301* 
有効 

 

 

 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*P32+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２４-７ 先頭「０」削除 

８-２４-８ データ１挿入位置 
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8. バーコード設定 

  

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*I34+* 
 

 

 

 

 

 

 

 
データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*K36+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

設定範囲 初期値 

０ ~８０ ０ 

８-２４-９ 挿入データ１コード 

８-２４-１０ データ２挿入位置 
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8. バーコード設定 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*M38+* 
 

 

 

 

 

 

  

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-２４-１１ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

Code128 バーコードの読取設定 

 

*QZG0* 
禁止 

*QZG1* 
許可 

 

 

 

 

 

付加情報の読取設定 

 

 

*MZL0* 
無効 

*MZL1* 
有効 

 

 

  

８-２５ Code128  

８-２５-１ 読取 

８-２５-２ 付加 
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8. バーコード設定 

 

 

ISBT128 の読取設定 

 

*NZM0* 
無効 

*NZM1* 
有効 

 

 

 

 

 

最小コード長の設定 

 

*IZH+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

  

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２５-４ 最小コード長 

８-２５-３ ISBT連結 
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8. バーコード設定 

 

 

最大コード長の設定 

 

*JZI+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

Code128 バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*K3O+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～８０ ８０ 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２５-５ 最大コード長 

８-２５-６ 先頭文字削除 



 

 

 

設定開始                            325                          設定終了

*/$%ENTR*                             *ZEND* 

        

8. バーコード設定 

 

 

Code128 バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*M3Q+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

Code128 バーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*O3S0* 
無効 

*O3S1* 
有効 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２５-７ 末尾文字削除 

８-２５-８ 先頭「０」削除 
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8. バーコード設定 

 

 

data1 を差し込むポジションを構えるために 

 

*Q3U+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*J3W+* 
 

 

 

 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-２５-９ データ１挿入位置 

８-２５-１０ 挿入データ１コード 
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8. バーコード設定 

 
 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*L3Y+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*O40+* 
 

 

 

 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-２５-１１ データ２挿入位置 

８-２５-１２ 挿入データ２コード  
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

GS1-128バーコードの読取設定 

 

*OZN0* 
禁止 

*OZN1* 
許可 

 

 

 

 

 

最小コード長の設定 

 

*PZO+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最小コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２６ GS1-128  

８-２６-１ 読取 

８-２６-２ 最小コード長 
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8. バーコード設定 

 

 

最大コード長の設定 

 

*QZP+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「最大コード長」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

GS1-128バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*EVI+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～８０ ８０ 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２６-３ 最大コード長号長 

８-２６-４ 先頭文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

GS1-128バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*GVK+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

GS1-128バーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

*9VM0* 
無効 

*9VM1* 
有効 

 

 

 

  

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

８-２６-５ 末尾文字削除 

８-２６-６ 先頭「０」削除 
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8. バーコード設定 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*BVO+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

挿入データ１の設定コードを指定 

 

*DVQ+* 
 

 

 

 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-２６-７ データ１挿入位置 

８-２６-８ 挿入データ１コード 
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8. バーコード設定 

 

 

データ２の設定コードを挿入する位置を指定 

 

*FVS+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

挿入データ２の設定コードを指定 

 

*HVU+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

設定範囲 初期値 

０～８０ ０ 

設定文字数 初期値 

２ 空 

８-２６-９ データ２挿入位置 

８-２６-１０ 挿入データ２コード 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

二次元郵便コードの読取設定 

 

*IZQ0* 
無効 

*IZQ1* 
AustralianPost 

*IZQ2* 
InfoMail 

*IZQ3* 
日本郵便 

*IZQ4* 
KIXPost 

（NetherlandsPost） 

*IZQ5* 
PlanetCode （PLA） 

*IZQ6* 
Postnet (PO） 

*IZQ7* 
BritishPost 

*IZQ8* 
InfoMail / BritishPost 

*IZQ9* 
Postal-4i (POS4) 

*IZQA* 
IntelligentMail （IM） 

*IZQB* 
PostnetB / Ｂ 'Fields 

*IZQC* 
Planet / Postnet 

*IZQD* 
Planet / Postal-4i 

*IZQE* 
Postnet / Postal-4i 

*IZQF* 
Planet / IM 

*IZQG* 
Postnet / ＩＭ 

*IZQH* 
Postal-4i / ＩＭ 

*IZQI* 
PLA / POSB / B’F 

*IZQJ* 
POS4 / POSB / B’F 

*IZQK* 
IM / POSB / B’F 

*IZQL* 
PLA、PO、POS4 

*IZQM* 
PLA、POS、IM 

*IZQN* 
PLA、 POS4 、IM 

*IZQO* 
POS、POS4 、IM 

*IZQP* 
PLA、POS4、POSB/B’F 

*IZQQ* 
PLAS、IM、POSB / B‘F 

*IZQR* *IZQS* *IZQT* 

８－２７ 二次元郵便コード 

８-２７-１ 読取 
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8. バーコード設定 

POS4 、IM、POSB / B‘F PLA、POS4、IM、PO PLA、POS4、IM、POSB / B’F 

*IZQU* 
CanadianPost 

  

 

 

 

 

 

Postnet コードのチェックデジット数字の送信設定 

 

*JZR0* 
無効 

*JZR1* 
有効 

 

 

 

 

 

Planet コードのチェックデジット数字の送信設定 

 

*KZS0* 
無効 

*KZS1* 
有効 

 

 

  

８-２７-２ Postnet チェックデジット送信 

８-２７-３ Plant チェックデジット送信 
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8. バーコード設定 

 

 

バーコードの先頭から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*9T6+* 
AustralianPost 

*BS0+* 
InfoMail 

*AVW+* 
日本郵便 

*CWO+* 
PlanetCode 

*AXU+* 
Postnet 

*ETK+* 
BritishPost 

*EXG+* 
Postal4i 

*9X2+* 
IntelligentMail 

*ATY+* 
CanadianPost 

*GWA+* 
NetherlandsPost 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「先頭文字削除」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

タイプ 設定範囲 初期値 

AustralianPost  ０～８０ ０ 

InfoMail  ０～８０ ０ 

日本郵便 ０～８０ ０ 

PlanetCode  ０～８０ ０ 

Postnet  ０～８０ ０ 

BritishPost  ０～８０ ０ 

Postal4i  ０～８０ ０ 

IntelligentMail  ０～８０ ０ 

CanadianPost  ０～８０ ０ 

NetherlandsPost  ０～８０ ０ 

８-２７-４ 先頭文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

バーコードの末尾から指定文字数削除してデータ送信します。 

 

*BT8+* 
AustralianPost 

*DS2+* 
InfoMail 

*CVY+* 
日本郵便 

*EWQ+* 
PlanetCode 

*CXW+* 
Postnet 

*GTM+* 
BritishPost 

*GXI+* 
Postal4i 

*BX4+* 
IntelligentMail 

*DU0+* 
CanadianPost 

*9WC+* 
NetherlandsPost 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「末尾文字削除」バーコード 
（Ｃ） 16進/10 進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

タイプ 設定範囲 初期値 

AustralianPost  ０～８０ ０ 

InfoMail  ０～８０ ０ 

日本郵便 ０～８０ ０ 

PlanetCode  ０～８０ ０ 

Postnet  ０～８０ ０ 

BritishPost  ０～８０ ０ 

Postal4i  ０～８０ ０ 

IntelligentMail  ０～８０ ０ 

CanadianPost  ０～８０ ０ 

NetherlandsPost  ０～８０ ０ 

８-２７-５ 末尾文字削除 
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8. バーコード設定 

 

 

バーコードの先頭の「０」を削除してデータ送信します。 

 

AustralianPost  InfoMail  日本郵便 

*DTA0* 
無効 

*FS40* 
無効 

*FW00* 
無効 

*DTA1* 
有効 

*FS41* 
有効 

*FW01* 
有効 

PlanetCode  Postnet  BritishPost  

*GWS0* 
無効 

*EXY0* 
無効 

*9TO0* 
無効 

*GWS1* 
有効 

*EXY1* 
有効 

*9TO1* 
有効 

Postal4i  IntelligentMail  CanadianPost  

*9XK0* 
無効 

*DX60* 
無効 

*FU20* 
無効 

*9XK1* 
有効 

*DX61* 
有効 

*FU21* 
有効 

NetherlandsPost    

*BWE0* 
無効 

  

*BWE1* 
有効 

  

 

 

  

８-２７-６ 先頭「０」削除 
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8. バーコード設定 

 

 

データ１の設定コードを挿入する位置を指定 

*FTC+* 
AustralianPost 

*HS6+* 
InfoMail 

*HW2+* 
日本郵便 

*9WU+* 
PlanetCode 

*HY0+* 
Postnet 

*BTQ+* 
BritishPost 

*BXM+* 
Postal4i 

*FX8+* 
IntelligentMail 

*HU4+* 
CanadianPost 

*DWG+* 
NetherlandsPost 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ１挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

タイプ 設定範囲 初期値 

AustralianPost  ０～８０ ０ 

InfoMail  ０～８０ ０ 

日本郵便 ０～８０ ０ 

PlanetCode  ０～８０ ０ 

Postnet  ０～８０ ０ 

BritishPost  ０～８０ ０ 

Postal4i  ０～８０ ０ 

IntelligentMail  ０～８０ ０ 

CanadianPost  ０～８０ ０ 

NetherlandsPost  ０～８０ ０ 

８-２７-７ データ１挿入位置 
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8. バーコード設定 

 
 

差し込まれるために data1 を組み立てるために 

*THE+* 
AustralianPost 

*AS8+* 
InfoMail 

*AW4+* 
日本郵便 

*BWW+* 
PlanetCode 

*AY2+* 
Postnet 

*DTS+* 
BritishPost 

*DXO+* 
Postal4i 

*HXA+* 
IntelligentMail 

*AU6+* 
CanadianPost 

*FWI+* 
NetherlandsPost 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

タイプ 設定文字数 初期値 

AustralianPost  ２ 空 

InfoMail  ２ 空 

日本郵便 ２ 空 

PlanetCode  ２ 空 

Postnet  ２ 空 

BritishPost  ２ 空 

Postal4i  ２ 空 

IntelligentMail  ２ 空 

CanadianPost  ２ 空 

NetherlandsPost  ２ 空 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ１コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

８-２７-８ 挿入データ１コード 



 

 

 

設定開始                            340                          設定終了

*/$%ENTR*                             *ZEND* 

        

8. バーコード設定 

 

 

data2 を差し込むポジションを構えるために 

*ATG+* 
AustralianPost 

*CSA+* 
InfoMail 

*CW6+* 
日本郵便 

*DWY+* 
PlanetCode 

*CY4+* 
Postnet 

*FTU+* 
BritishPost 

*FXQ+* 
Postal4i 

*AXC+* 
IntelligentMail 

*CU8+* 
CanadianPost 

*HWK+* 
NetherlandsPost 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「データ２挿入位置」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

  

タイプ 設定範囲 初期値 

AustralianPost  ０～８０ ０ 

InfoMail  ０～８０ ０ 

日本郵便 ０～８０ ０ 

PlanetCode  ０～８０ ０ 

Postnet  ０～８０ ０ 

BritishPost  ０～８０ ０ 

Postal4i  ０～８０ ０ 

IntelligentMail  ０～８０ ０ 

CanadianPost  ０～８０ ０ 

NetherlandsPost  ０～８０ ０ 

８-２７-９ データ２挿入位置 
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8. バーコード設定 

  
 

差し込まれるために data2 を組み立てるために 

*CTI+* 
AustralianPost 

*ESC+* 
InfoMail 

*EW8+* 
日本郵便 

*GX0+* 
PlanetCode 

*EY6+* 
Postnet 

*HTW+* 
BritishPost 

*HXS+* 
Postal4i 

*CXE+* 
IntelligentMail 

*EUA+* 
CanadianPost 

*AWM+* 
NetherlandsPost 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「挿入データ２コード」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

タイプ 設定文字数 初期値 

AustralianPost  ２ 空 

InfoMail  ２ 空 

日本郵便 ２ 空 

PlanetCode  ２ 空 

Postnet  ２ 空 

BritishPost  ２ 空 

Postal4i  ２ 空 

IntelligentMail  ２ 空 

CanadianPost  ２ 空 

NetherlandsPost  ２ 空 

８-２７-１０ 挿入データ２コード 



 

 

 

設定開始                            342                          設定終了

*/$%ENTR*                             *ZEND* 

        

8. バーコード設定 

 

 

 

 

GS1DataBarのアプリケーション拡張子（AI）の区切り設定 

 

*BCG0* 
無効 

*BCG1* 
有効 

 

 

GS1DataBarのアプリケーション拡張子（AI）区切り文字の指定 

 

*CCH+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「AI 区切り文字」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

 

 

設定文字数 初期値 

１ （ 

８-２８ Gs1 AI および GS1 FNC1  

８-２８-１ AI 区切り  

８-２８-２ AI 区切り文字  
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8. バーコード設定 

 

 

GS1DataBarの FNC1の区切り設定 

 

*DCI0* 
無効 

*DCI1* 
有効 

 

 

GS1DataBarのアプリケーション拡張子（AI）区切り文字の指定 

 

*ECJ+* 
 

 

 

設定手順： 

（Ａ）スキャン「設定開始」バーコード 
（Ｂ）スキャン「FNC1区切り文字」バーコード 
（Ｃ）16進/10進表からパラメータをスキャンしてください 
（Ｄ）スキャン「確定(OK)」バーコード 
（Ｅ）スキャン「設定終了」バーコード 

 

 

 

 

 

  

設定文字数 初期値 

１ <GS> (0x1D) 

８-２８-３ FNC1区切り  

８-２８-４ FNC1区切り文字  
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

バーコード種別 設定文字数 初期値 

UPCA  ２ ｃ 

UPCE  ２ Ｅ 

JAN-13（EAN13） ２ ｄ 

JAN-8（EAN8） ２ Ｄ 

Msi  ２ ｇ 

GS1DataBar  ２ ｙ 

GS1DataBar Limited  ２ ｛ 

GS1DataBar Expanded  ２ ｝ 

CodablockA  ２ Ｖ 

CodablockF  ２ ｑ 

Pdf417  ２ ｒ 

MicroPdf417  ２ Ｒ 

Tlc39  ２ Ｔ 

QR ２ ｓ 

DataMatrix  ２ ｗ 

Maxi ２ ｘ 

Aztec ２ ｚ 

ChineseSensible （HanXinCode） ２ Ｈ 

Codabar  ２ a 

Code39  ２ ｂ 

Code32  ２ ＜ 

Interleaved2of5  ２ ｅ 

Nec2of5  ２ Ｙ 

Code93  ２ ｉ 

Straight2of5  ２ ｆ 

Matrix2of5  ２ ｍ 

Code11  ２ ｈ 

８-２９ バーコード種別 

８-２９-１ バーコード種別 ID 初期値 
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8. バーコード設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

バーコード種別 設定文字数 初期値 

Code128  ２ ｊ 

GS1-128  ２ I 

AustralianPost  ２ Ａ 

InfoMail  ２ , 

日本郵便 ２ Ｊ 

KIXPost （NetherlandsPost） ２ Ｋ 

PlanetCode  ２ Ｌ 

Postnet  ２ Ｐ 

BritishPost  ２ Ｂ 

Postal4i  ２ ｎ 

IntelligentMail  ２ Ｍ 

CanadianPost  ２ Ｃ 

ChinaPost2of5  ２ Ｑ 
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8. バーコード設定 

 

 

バーコード IDコードを設定。 6-1-29、6-2-29、6-3-27「バーコード種別 ID」が「有効」

に設定されている時に表示する。 

 

 

*99Q+* 
UPCA 

*C8U+* 
UPCE 

*B9S+* 
JAN-13(EAN13) 

*A8S+* 
JAN-8(EAN8) 

*H9Y+* 
Msi 

*FAM+* 
Gs1DataBar 

*AAQ+* 
Gs1DataBarLimited 

*CAS+* 
Gs1DataBarExpanded 

*A9I+* 
CodablockA 

*CAA+* 
CodablockF 

*EAC+* 
Pdf417 

*F9E+* 
MicroPdf417 

*H9G+* 
Tlc39 

*GAE+* 
QRCode 

*BAI+* 
DataMatrix 

*DAK+* 
MaxiCode 

*HAO+* 
AztecCode 

*E8W+* 
ChineseSensible 

（HanXinCode） 

*E9M+* 
Codabar 

*G9O+* 
Code39 

*98I+* 
Code32 

*D9U+* 
Interleaved2of5 

*C9K+* 
Nec2of5 

*DA2+* 
Code93 

*F9W+* 
Straight2of5 

*AA8+* 
Matrix2of5 

*BA0+* 
Code11 

*FA4+* *G8Y+* *D8M+* 

８-２９-２ バーコード種別 ID コード 
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8. バーコード設定 

Code128 Gs1128 AustralianPost 

*G8G+* 
InfoMail 

*A90+* 
日本郵便 

*C92+* 
KIXPost （NetherlandsPost） 

*E94+* 
PlanetCode 

*B9A+* 
Postnet 

*F8O+* 
BritishPost 

*998+* 
Postal4i 

*G96+* 
IntelligentMail 

*H8Q+* 
CanadianPost 

*D9C+* 
ChinaPost2of5 

*B8K+* 
KoreaPost 
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Appendix: 16進数 / 10進数 表 

 

 

 

 

１６進数 ／ １０進数 表 

*%00* 
０ 

*%08* 
８ 

*%01* 
１ 

*%09* 
９ 

*%02* 
２ 

*%0A* 
Ａ 

*%03* 
３ 

*%0B* 
Ｂ 

*%04* 
４ 

*%0C* 
Ｃ 

*%05* 
５ 

*%0D* 
Ｄ 

*%06* 
６ 

*%0E* 
Ｅ 

*%07* 
７ 

*%0F* 
Ｆ 

 

 

 

 

 

 

 

１６進数 / １０進数 表 

*%OK* 
確定（ＯＫ） 
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Appendix: ASCIIコード表 

 

 

 

 

 

（※）キーボード入力時のみ有効 
 

ＬＨ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

０ SP ０ @  Ｐ 「 ｐ 

１ !  １ Ａ Ｑ a ｑ 

２ 「 ２ Ｂ Ｒ ｂ ｒ 

３ #  ３ Ｃ Ｓ ｃ ｓ 

４ $  ４ Ｄ Ｔ ｄ ｔ 

５ ％ ５ Ｅ Ｕ ｅ ｕ 

６ &  ６ Ｆ Ｖ ｆ ｖ 

７ 「 ７ Ｇ Ｗ ｇ ｗ 

８ （ ８ Ｈ Ｘ ｈ ｘ 

９ ） ９ Ｉ Ｙ ｉ ｙ 

Ａ *  ： Ｊ Ｚ ｊ ｚ 

Ｂ ＋  ； Ｋ ［ ｋ ｛ 

Ｃ , ＜  Ｌ \ ｌ | 

Ｄ - ＝  Ｍ ］ ｍ ｝ 

Ｅ . > ｎ ^ ｎ ~ 

Ｆ /  ?  Ｏ -  ｏ  DEL  

ＬＨ ０(※) １(※) ０ １ 

０ Nul  ＮＵＬ ＤＬＥ 

１ 上 F1  SOH DC1  

２ 下 F2  STX DC2  

３ 左 F3  ETX DC3  

４ 右 F4  EOT DC4  

５ PgUp  F5  ENQ NAK 

６ PgDn  F6  ACK SYN 

７  F7  BEL ETB 

８ BS F8  BS CAN 

９ TAB F9  HT  EM 

Ａ  F10  LF SUM 

Ｂ Home Esc  VT  ESC  

Ｃ End F11  FF  FS  

Ｄ Enter F12  CR  GS  

Ｅ Insert Ctrl ＋  SO RS 

Ｆ Delete Alt  ＋  SI US 

ＡＳＣＩＩコード表 
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Appendix:BTR-UK3ドングル言語設定 

 

 

 

言語設定開始  */$%PROG* 

言語 

米国 */$%1DC0* 

英国 */$%1DC1* 

日本 */$%1DC2* 

フランス */$%1DC3* 

ドイツ */$%1DC4* 

イタリア */$%1DC5* 

スペイン */$%1DC6* 

ポルトガル */$%1DC7* 

言語設定終了  */$%ZEND* 

 

注意： 

BTR-UK3 と接続状態のみ有効な設定です。 

最初に「言語設定開始」「言語（最後にスキャンした値）」「言語設定終了」の順でスキ

ャンします。 
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